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特集：エコドライブの普及活動

安全運転につながる
エコドライブ

地球温暖化対策の中で一番大きな課題はCO2の排出量削減
である。運輸部門のCO2排出量は全体の21％。その中でも
自家用車（マイカー・社用車等）からの排出量が約半分を占
める。こうした状況の中、Hondaではハイブリッドカー※1を
広く世の中に普及することをめざし、今年2月に新型ハイブリ
ッドカー「インサイト」を発売した。
しかし、CO2を削減するためには、クルマ単
体での対策だけでなく、環境に配慮した
クルマの使用─エコドライブも必要である。
今回はエコドライブを推進するための取
組みを紹介するとともに、エコドライブと
安全運転との関わりを探っていく。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
発

進
や
加
減
速
の
少
な
い
走
行
、
無
駄
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
止
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
燃
料
の

節
約
に
努
め
、
C
O
２
の
排
出
量
を
減
ら
す
運

転
を
意
味
す
る
（
２
面
コ
ラ
ム
参
照
）。

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
燃
料
の
節
約
は
直
接
C
O
２

の
削
減
に
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
誰
も
が
簡

単
に
で
き
る
エ
コ
活
動
で
あ
る
。
普
通
よ
り
少

し
緩
や
か
に
発
進
す
る
だ
け
で
お
よ
そ
11
％
燃

費
が
改
善
す
る
と
い
う
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
認

識
が
高
ま
れ
ば
、
C
O
２
の
削
減
効
果
が
期
待

で
き
る
。
政
府
は
、
２
０
０
６
年
６
月
に
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
（
警
察
庁
、
経
済
産
業

省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
か
ら
構
成
）
に
お

い
て
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
政
府
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
、
製
造
事
業
者
、
輸
送
事
業
者

及
び
ド
ラ
イ
バ
ー
等
が
取
り
組
む
事
項
を
ま
と

め
た
。
こ
う
し
た
施
策
を
背
景
に
、
民
間
企
業

に
お
い
て
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
推
進
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

※1 ハイブリッドカー＝エンジンとモーターを組み合わせたクルマ。高回転で力を発揮するエンジンと、低回転で力を発揮するモーター、
それぞれの長所を効率よく活用することにより、より低燃費でクリーンな、すぐれた環境性能をもたらす。
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特集：エコドライブの普及活動

安全運転につながる
エコドライブ

地球温暖化対策の中で一番大きな課題はCO2の排出量削減
である。運輸部門のCO2排出量は全体の21％。その中でも
自家用車（マイカー・社用車等）からの排出量が約半分を占
める。こうした状況の中、Hondaではハイブリッドカー※1を
広く世の中に普及することをめざし、今年2月に新型ハイブリ
ッドカー「インサイト」を発売した。
しかし、CO2を削減するためには、クルマ単
体での対策だけでなく、環境に配慮した
クルマの使用─エコドライブも必要である。
今回はエコドライブを推進するための取
組みを紹介するとともに、エコドライブと
安全運転との関わりを探っていく。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
発

進
や
加
減
速
の
少
な
い
走
行
、
無
駄
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
止
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
燃
料
の

節
約
に
努
め
、
C
O
２
の
排
出
量
を
減
ら
す
運

転
を
意
味
す
る
（
２
面
コ
ラ
ム
参
照
）。

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
燃
料
の
節
約
は
直
接
C
O
２

の
削
減
に
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
誰
も
が
簡

単
に
で
き
る
エ
コ
活
動
で
あ
る
。
普
通
よ
り
少

し
緩
や
か
に
発
進
す
る
だ
け
で
お
よ
そ
11
％
燃

費
が
改
善
す
る
と
い
う
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
認

識
が
高
ま
れ
ば
、
C
O
２
の
削
減
効
果
が
期
待

で
き
る
。
政
府
は
、
２
０
０
６
年
６
月
に
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
（
警
察
庁
、
経
済
産
業

省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
か
ら
構
成
）
に
お

い
て
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
政
府
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
、
製
造
事
業
者
、
輸
送
事
業
者

及
び
ド
ラ
イ
バ
ー
等
が
取
り
組
む
事
項
を
ま
と

め
た
。
こ
う
し
た
施
策
を
背
景
に
、
民
間
企
業

に
お
い
て
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
推
進
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

※1 ハイブリッドカー＝エンジンとモーターを組み合わせたクルマ。高回転で力を発揮するエンジンと、低回転で力を発揮するモーター、
それぞれの長所を効率よく活用することにより、より低燃費でクリーンな、すぐれた環境性能をもたらす。

読者の皆様へ～SJ本紙・ホームページリニューアルのお知らせ～
SJ紙面構成
◎よりご活用いただける紙面をめざして内容を見直しました。

◎読者の方々からの意見を掲載する「SJポスト」を開設
◎簡単な調査結果を掲載する「SJプラザ」を開設
◎KYTやSJクイズの教材ダウンロード機能を強化
◎ドキュメントアイの「観察こぼれ話」教材を掲載
＊SJホームページにアクセスし、「4・5月号読者アンケート」
にご回答いただいた方の中から抽選で100名様にクオカード
を進呈いたします。（締切：6月19日）

◎掲載内容充実のため、ページ数を増やします。
（6P→8P）
◎発行のタイミングを変更します。
（毎月発行→偶数月発行）
◎SJホームページをリニューアルします。
（本紙＋αの情報をお届け）

P1-3 特集

交通社会において
クローズアップす
べきテーマをタイ
ムリーに掲載

P4-5

教材として活用い
ただける機能を強
化

P6-8

交通安全教育の現
場の取組み・指導
方法を紹介

1面 2面 3面

4面 5面

6面 7面 8面

▲
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特集：エコドライブの普及活動

安全運転につながるエコドライブ………q

危険予測トレーニング（KYT）／信号機のある交差点を渡る（自転車）……r

The教材／動画教材 知っておこう自転車のルール………r

SJクイズ………r

DOCUMENT EYE○
信号機のある交差点を横断する自転車利用者の左右確認状況を観察する……t

地域のチカラ／京都府の交通安全活動………y

現場訪問／東京明販（株）………u

TOPICS①／第１回蓬原地区親子交通安全教室………u

TOPICS②／私のしごと館・イベント「危険予測トレーニング」………u

教育最前線／京都府警察本部・いきいき運転講座………i

読者の声………i
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Hondaの交通安全情報紙

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
電話 03（5412）1736
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

●編集人：千葉英雄

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
電話03（3405）1191

SJホームページは

今年2月に発売された新型ハイブリッドカー「インサイト」は、
発売後約1ヵ月で月間販売計画の3倍以上となる約1万8,000台
を受注するなど、幅広いお客様から支持されている

4・5月号からのリニューアルのポイント

●SJホームページ本紙の情報+独自コンテンツも

いつも「SJ」をご愛読下さいまして、誠にありがとうござ

います。

当紙は、交通安全活動を推進する指導者の皆様に役立つ情

報の提供を目的に発行してまいりました。今号より、交通安

全の教材として活用いただける機能を強化するとともに、各

地域での取組み・指導方法を紹介する記事を充実させ、新た

な内容でお届けいたします。

この度のリニューアルでは、教育の現場を意識した新しい

連載企画をお届けするため、ページ数を8ページに拡大いた

しました。それに伴い、掲載内容を充実させるべく、月刊で

の発行から隔月刊の発行へと移行いたします。（次号は6月20

日発行予定）

当紙では読者の皆様にとって使いやすく、お役に立つ紙面づ

くりをめざしていきますので、今後とも皆様からの忌憚のないご

意見・ご要望を頂戴いたしたくお願い申し上げます。

（SJ編集部）

ホンダ　SJ 検索

※1

わ
せ
て
、
東
京
指
定
自
動

車
教
習
所
協
会
は
東
京
都

環
境
局
と
連
携
し
、
教
習

所
職
員
向
け
に
実
施
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と

し
て
、「
東
京
都
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
養
成
教
習
会
」を
実
施
。

同
協
会
に
加
盟
す
る
全
自

動
車
教
習
所
の
教
官
の
代

表
者
が
受
講
し
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
推
進
の
核
と
な
る

53
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
誕
生
し
た
。

東
京
都
は
、
こ
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
講
師
と
し
て
、
区
市
町
村
や
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
を
図
っ
て

い
る
。
尾
久
自
動
車
学
校
（
東
京
都
小
金
井
市
）

の
副
管
理
者
・
講
習
部
部
長
の
羽
柴
和
明
さ
ん
に

よ
る
と
、
尾
久
自
動
車
学
校
を
含
む
11
教
習
所
が

先
駆
的
モ
デ
ル
校
と
な
り
、
昨
年
11
月
か
ら
企
業

を
対
象
と
し
た
「
東
京
都
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
」

が
実
施
さ
れ
、
全
50
回
で
１
７
５
名
が
受
講
し
た

と
い
う
。
さ
ら
に
、
尾
久
自
動
車
学
校
で
は
東
京

都
の
モ
デ
ル
事
業
に
協
力
し
、
今
年
１
･
２
月
に
も

同
じ
企
業
を
対
象
に
し
た
「
東
京
都
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
教
習
会
」
を
30
回
実
施
し
、
89
名
が
受
講
し
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
標
準
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
は
都
内
の
教
習
所
で
同
一
の
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。
教
習
会
の
内
容
は
、
最
初
に

何
も
説
明
し
な
い
状
態
で
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

走
行
し
て
燃
費
を
計
測
、
次
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

説
明
す
る
。
そ
の
後
、
最
初
と
同
じ
コ
ー
ス
を
走

り
、
燃
費
を
再
度
計
測
し
て
、
最
初
の
走
行
と
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
走
行
で
燃
費
が
ど
れ
く
ら
い
良
く
な

っ
た
か
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
。

羽
柴
さ
ん
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運
転
と

共
通
項
が
多
い
と
と
ら
え
て
い
る
。「
共
通
項
が

多
い
分
、
安
全
運
転
教
育
の
中
に
、
エ
コ
と
い
う

視
点
を
無
理
な
く
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆

ま
た
、
途
中
で
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
体
験
も
行
わ

れ
る
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
燃
費
に
は
悪
い
が
、
緊
急

時
に
は
必
要
な
こ
と
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
で

あ
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修
の
特
色

は
、
安
全
運
転
と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
研
修
は
各
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
あ
る
。
例
え
ば
、
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
た
の
は

「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」。
こ
れ
は
、
実
技
後
の
座
学

で
行
わ
れ
る
。
受
講
者
に
あ
る
交
通
場
面
を
見
て

も
ら
い
、
燃
費
向
上
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

考
え
、
次
に
そ
の
場
面
で
の
危
険
要
因
を
考
え
る

こ
と
で
、「
エ
コ
」
と
「
セ
ー
フ
テ
ィ
」
を
ど
の

よ
う
に
両
立
さ
せ
る
か
討
議
し
て
い
く
と
い
う
も

の
だ
。

「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
の
作
成
を
担
当
し
た
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
・
西
井
毅
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
を

導
入
し
た
背
景
に
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
意
識
が

過
剰
に
な
る
と
安
全
運
転
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
と
い
う
。

「
研
修
で
は
受
講
者
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
追
求
し

て
い
く
と
、
な
る
べ
く
ブ
レ
ー
キ
を
使
わ
ず
に
、

ア
ク
セ
ル
操
作
で
速
度
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ク
セ
ル
を
緩
め
る
だ
け

で
曲
が
り
角
や
カ
ー
ブ
に
進
入
す
る
運
転
は
、
燃

費
向
上
に
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
で
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
て
、
後
続
車

に
減
速
を
促
さ
な
い
と
、
後
ろ
か
ら
追
突
さ
れ
る

危
険
性
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
一
時
停
止
場
所

で
も
、
燃
費
を
上
げ
る
た
め
に
徐
行
だ
け
で
通
過

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

全
国
に
あ
る
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運
転
に
つ
な
が
る
点

が
多
い
と
い
う
認
識
か
ら
、
昨
年
４
月
よ
り
企
業

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
安
全
運
転
研
修
の
１
つ
の
コ

ー
ス
と
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研

修
を
開
始
し
た
。

同
研
修
は
座
学
と
実
技
で
構
成
さ
れ
、
研
修
内

容
は
、
研
修
を
受
講
す
る
企
業
の
要
望
や
各
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
備
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
多

少
異
な
る
。
こ
こ
で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る

座
学
と
実
技
を
紹
介
す
る
。
座
学
で
は
環
境
問
題

に
関
す
る
一
般
知
識
と
と
も
に
、
C
O
２
の
排
出

量
を
減
ら
す
と
い
う
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
必
要
性
を

説
明
。
さ
ら
に
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
e
ス
タ

ー
ト
」
な
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
の
運
転
操

作
を
指
導
す
る
。
そ
し
て
、
実
技
後
に
行
う
座
学

で
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
安
全
運
転
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

実
技
で
は
受
講
者
は
燃
費
計
（
燃
費
を
計
測
す

る
装
置
）
を
取
り
付
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
車
両
を

運
転
す
る
。

最
初
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識
せ
ず
に
運
転
し

て
も
ら
い
、
そ
の
時
の
燃
費
を
計
測
し
て
お
く
。

次
に
、
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
周
回
し
て
、
ふ

ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
『
ｅ
ス
タ
ー
ト
』、
ア
ク
セ
ル

オ
フ
に
よ
る
フ
ュ
ー
エ
ル
カ
ッ
ト
な
ど
の
効
果
を

確
認
。
こ
れ
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
運
転
方
法

が
燃
費
向
上
に
効
果
が
あ
る
か
、
受
講
者
自
身
が

考
え
、
走
り
比
べ
て
試
し
な
が
ら
、
理
想
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
。

う
運
転
を
す
る
と
、
出
会
い
頭
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
様
々
な
交

通
場
面
の
中
で
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
よ
り
も
安
全
を

優
先
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
業

務
で
運
転
す
る
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
は
、

こ
う
し
た
点
も
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
」。

「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
『
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
集
中
し
て
い
い
場
面
』『
安
全
を

優
先
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
』
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
に
お
い
て
は
、
自
動
車

教
習
所
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
昨
年
６

月
、「
指
定
自
動
車
教
習
所
の
日
」
の
時
期
に
合

に
、
エ
コ
を
き
っ
か
け
に
し
て

安
全
運
転
の
啓
発
も
さ
ら
に
指

導
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
当
校
が
実
施

し
て
い
る
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向

け
の
安
全
運
転
研
修
に
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
育
を

取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
、
企
業
や
一
般
の
お
客
様
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
都
内
の
各
教
習
所
で
は
、
事
業
と
し
て
企

業
等
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
」。
尾

久
自
動
車
学
校
に
も
、
す
で
に
企
業
か
ら
安
全
運

転
と
エ
コ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
指
導
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
き
て
い
る
と
い
う
。

羽
柴
さ
ん
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
運
転
者
が

そ
の
気
に
な
ら
な
い
と
実
行
で
き
な
い
の
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
や
る
気
を
持
た
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

や
る
気
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
普
及
さ
せ
て
い
く
上
で
の
重
要
な
課
題

と
指
摘
す
る
。「
例
え
ば
、
実
際
に
自
分
で
運
転

し
て
み
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
そ
う
で
な
い
運
転
と

の
燃
費
の
数
値
の
差
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け

節
約
で
き
た
、
得
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
や
る
気
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
企
業
の
場
合
は
、
従
業
員
が
や
る
気
を
起

※アイドリングストップ＝駐停車時以外の（特に交差点での）アイドリングスト
ップは、以下の点に十分注意する必要があります。
●エアバッグ等の安全装置が機能しないので先頭車両付近ではアイドリングス
トップをしないでください　●坂道ではアイドリングストップをしないでくだ
さい　●アイドリングストップ中に何度かブレーキを踏むとブレーキが効きに
くくなります　●慣れないと誤操作や発進が遅れることがあります　●バッテ
リー上がりによりエンジンが再始動しない場合があります　●頻繁に行うと部
品寿命（スターター、バッテリー等）が短くなります　●方向指示器、ワイパ
ーが作動しない場合があります　●電子機器の始動に数秒かかります

※２フューエルカット＝一定以上のエンジン回転でアクセルから足を離すと燃料の供給が停止される機能。燃料を使わずに走行する距離が伸びるので、平均燃費は向上することになる。

Hondaの交通教育センターや、自動車教習所で企業ドライバーを
中心に展開されるエコドライブ教育

・見通しのよい道路を走行しています。

・交通量は少なく快調に運転しています。

・どのような危険に注意し、セーフティ・エコドライブしますか？

エコドライブのコツ!

鈴鹿サーキット交通教育センターでのセーフテ
ィ・エコドライブ研修。インストラクターのア
ドバイスを受けながら、どのような運転が燃費
向上に効果があるか受講者自身が考え、試して
いく尾久自動車学校で実施された「東京都エ

コドライブ教習会」の模様

尾久自動車学校
副管理者・講習部部長
羽柴和明さん

走る前にできること

止まる時にできること

走る時にできること

●eco-KYTの一例

閑散とした道路での出会い頭事故の危険
自
動
車
教
習
所
に
よ
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及

安
全
と
エ
コ
を

セ
ッ
ト
に
し
た
研
修

2
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★燃費向上のみを考えたら…
「アクセルを一定に保ちながら、直進する」

★安全を考えたら…
「交差点手前で減速し、左右の安全を確認する」
（イラストでは左のピラーのカゲにクルマが隠れているのがわかる）

q事前のルートチェックと道路交通情報の活用

走行距離の短いルートを選んだり、渋滞を回避するこ
とで燃料を節約

wタイヤの空気圧をこまめに点検

タイヤの空気圧が下がったままで走行すると、燃費が
悪化

e不要な荷物は積まずに走行

不要な荷物や空気抵抗の大きい装備は、燃費悪化の原因

rふんわりアクセル『ｅスタート』

アクセルはゆっくり踏み込む。AT車の場合は、クリ
ープ現象を利用

t暖気運転は適切に

最近のクルマは寒冷地などを除き、冬も暖機不要。エ
ンジンをかけたら、クルマは走りながら暖める

y加減速の少ない運転

車間を詰めたり、速度にムラがあると、加減速の機会
が多くなり、燃費が悪化

u早めのアクセルオフ

停止位置に合わせて、早めにアクセルから足を離し、
エンジンブレーキで減速

iエアコンの使用は控えめに

エアコンの使用は多くの燃料を消費。車内の冷やしす
ぎに注意

o駐車場所に注意

交通の妨げとなる駐車は、交通渋滞をもたらし、余分
な排出ガスをださせる原因

!0アイドリングストップ

待ち合わせや荷物の積み下ろしの駐停車時は、ア
※

イド
リングストップ

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
２
０
１
５

年
度
燃
費
基
準
（
省

エ
ネ
法
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
て
い
る
新
し

い
燃
費
基
準
）
を
達

成
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
低
燃
費
運
転
を

支
援
す
る
エ
コ
ア
シ

ス
ト
機
能
に
お
客
様

は
興
味
を
示
さ
れ
て

い
ま
す
」。
こ
の
機

能
は
、
メ
ー
タ
ー
内

に
設
置
さ
れ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
に
燃
費
運
転

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
採
点
し
成
績
を
リ
ー
フ
（
葉
）

の
数
に
よ
り
表
示
（
右
上
図
参
照
）。
運
転
終
了

後
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
か
ら
停
止
ま
で
の
燃
費

運
転
の
採
点
結
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
累
計
結
果
で

あ
る
生
涯
成
績
を
表
示
す
る
。
さ
ら
に
、
燃
費
運

転
の
積
み
重
ね
で
リ
ー
フ
が
育
つ
た
め
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
そ
の
リ
ー
フ
を
成
長
さ
せ
る
楽
し
み
を
通

じ
て
、
よ
り
低
燃
費
な
運
転
を
習
得
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
と
し
て
い
る
。
倉
持
さ
ん
は
５
月
の
ド
ラ

イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
「
イ
ン
サ
イ
ト
」
の
試
乗

運
転
で
最
新
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

を
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
と
い
う
。

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉
中
・
春
日
部
中
央
店
の

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
購
入
者
第
１
号
で
あ
る
杉
山
勲

さ
ん
は
大
の
ク
ル
マ
好
き
。「『
イ
ン
サ
イ
ト
』
を

知
る
ま
で
は
、
ホ
ン
ダ
・
セ
イ
バ
ー
を
８
年
間
で

17
万
㎞
も
乗
る
ほ
ど
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る
人
は
環

境
に
配
慮
し
て
い
る
人
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
購

入
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、『
イ
ン
サ
イ
ト
』
が

発
売
さ
れ
、
す
ぐ
に
購
入
し
ま
し
た
」。
納
車
か

ら
１
ヵ
月
足
ら
ず
で
す
で
に
２
４
０
０
㎞
走
っ
た

入
り
だ
。「
平
均
燃
費
や
瞬
間
燃
費
の
表
示
を
確

認
し
な
が
ら
、
ア
ク
セ
ル
を
ふ
か
さ
ず
一
定
に
、

余
計
な
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
い
な
ど
、
自
然
と
燃

費
が
良
く
な
る
運
転
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ル
を
一
定
に
保
つ
と
、
車
間

距
離
も
自
然
と
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
意
識

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
的
に

安
全
運
転
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
は
誰
も
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ル
マ
だ
。

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
と

い
う
大
き
な
役
割
を
「
イ
ン
サ
イ
ト
」
は
担
っ
て

い
る
。

環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
四
輪
販
売
会
社
で

は
、
お
客
様
か
ら
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
に
つ
な

が
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
る
状
況
が
増
え
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ホ
ン
ダ
は
、
東
京
都
内
に

69
拠
点
を
も
つ
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
京
中
央
と
協
力

し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
販
売
会
社
の
ス
タ
ッ
フ

を
育
成
す
る
取
組
み
を
試
行
的
に
始
め
た
。
４
月

上
旬
、
各
店
舗
の
代
表
ス
タ
ッ
フ
約
１
２
０
名
を

対
象
に
し
た
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
指
導
者
研
修
」
が

計
６
回
実
施
さ
れ
た
。

研
修
で
は
、
ま
ず
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ア
ド
バ

イ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
。
運
転
操
作
や
走
る
前
の

エ
コ
対
策
と
い
っ
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
礎
知
識

か
ら
、
実
際
の
道
路
状
況
や
車
種
に
合
わ
せ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
学
ぶ
。
続
い
て
、
店
舗
周
辺
の
路
上

を
走
行
し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識
し
な
い
運
転

と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
た
運
転
の
燃
費
を
比

較
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
体
験
を
実
施
。
周
り
の
交

通
状
況
を
よ
く
見
て
、
状
況
に
応
じ
て
無
理
な
く

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
安
全
運
転

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
受
講
者
同
士
で
共
有
す

る
。
最
後
に
、
体
験
で
気
づ
い
た
点
や
注
意
が
必

要
な
点
、
お
客
様
に
伝
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
る
。

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
京
中
央
・
取
締
役
営
業
本
部

本
部
長
の
津
久
井
正
純
さ
ん
は
、「
ホ
ン
ダ
は
、

イ
ン
サ
イ
ト
な
ど
環
境
に
良
い
ク
ル
マ
を
開
発
し

お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
に

良
い
ク
ル
マ
を
、
さ
ら
に
燃
費
良
く
安
全
に
乗
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
客
様
に
お

伝
え
し
て
い
く
こ
と
が
、
販
売
会
社
の
役
目
と
考

え
ま
す
。
今
回
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

な
く
、
全
体
で
こ
の
知
識
を
共
有
し
、
お
客
様
に

自
然
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

販
売
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

こ
し
、
継
続
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能

や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
仕
組
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
」。今

後
は
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
積
極
的
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
教
習
所
に
求

め
ら
れ
る
。「
教
習
所
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
形

で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
意
識
づ
け
を
さ
せ

る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
」。
現
時
点
で
も
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運

転
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
科
教
習
の
中
で
伝
え
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
は
実
技
で
も
、

エ
コ
と
安
全
に
か
ら
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
機
会
を

増
や
し
た
い
と
羽
柴
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

ク
ル
マ
を
購
入
し
た
お
客
様
へ
の
安
全
運
転
普

及
活
動
を
展
開
す
る
ホ
ン
ダ
の
四
輪
販
売
会
社
に

も
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
埼
玉
県
内
に
７
拠
点

を
も
つ
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉
中
は
そ
の
１
つ
。
同

社
で
は
、
５
年
前
か
ら
地
域
の
自
動
車
学
校
の
施

設
を
借
り
て
７
拠
点
合
同
の
お
客
様
向
け
ド
ラ
イ

バ
ー
ス
ク
ー
ル
を
春
と
秋
の
年
２
回
開
催
。
今
年

５
月
の
ス
ク
ー
ル
で
10
回
目
を
迎
え
る
。

同
社
取
締
役
サ
ー
ビ
ス
部
長
の
倉
持
豊
さ
ん

は
、「
昨
年
、
初
め
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
講
義
を

取
り
入
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。
実
技
終
了
後
か
ら

解
散
ま
で
の
20
分
間
を
利
用
し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
説
明
し
た
そ
う
だ
。
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修

の
テ
キ
ス
ト
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
表
示
し
、
ク

イ
ズ
形
式
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
コ
ツ
を
伝
え
た
。

「
お
客
様
は
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、
エ
コ

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

倉
持
さ
ん
が
、「
お
客
様
の
エ
コ
へ
の
関
心
の

高
さ
」
を
改
め
て
確
認
し
た
の
は
、
ホ
ン
ダ
が
２

月
６
日
に
発
売
し
た
新
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
の
登
場
だ
。「
自
動
車
業
界
に
と

っ
て
厳
し
い
時
期
に
、
こ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
と

と
い
う
杉
山
さ
ん
、「
こ
の
間
、
ゴ
ル
フ
帰
り
の
下

り
坂
の
多
い
道
路
で
し
た
が
、
80
㎞
の
走
行
で
燃

費
は
リ
ッ
タ
ー
30
㎞
を
記
録
し
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
す
。

「
お
店
に
訪
れ
る
お
客
様
は
年
齢
層
に
関
係
な

く
、
燃
費
や
環
境
性
能
に
関
心
を
も
た
れ
て
い
て
、

燃
費
が
良
い
ク
ル
マ
が
当
た
り
前
と
い
う
よ
う
な

意
識
の
方
も
多
い
よ
う
で
す
」
と
、
エ
コ
へ
の
流

れ
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
は
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
神
奈

川
東
・
日
吉
店
店
長
の
田
村
正
さ
ん
。
お
客
様
が

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
を
試
乗
さ
れ
た
時
に
は
、
や
は

り
燃
費
な
ど
の
表
示
に
ま
ず
興
味
を
も
つ
と
い

う
。「『
イ
ン
サ
イ
ト
』
は
前
回
走
行
時
の
燃
費
も

表
示
で
き
ま
す
の
で
、
試
乗
の
際
に
は
、
前
に
試

乗
さ
れ
た
お
客
様
の
燃
費
が
わ
か
り
、
自
分
の
運

転
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
か
ど
う
か
前
の
お
客
様
と
比

較
で
き
る
と
好
評
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
は
他
の

人
と
比
べ
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
の
だ
ろ
う
か
と
、

お
客
様
自
身
が
気
に
さ
れ
る
方
が
多
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」。

同
店
で
「
イ
ン
サ
イ
ト
」
を
購
入
し
た
池
野
雅

義
さ
ん
は
、
燃
費
な
ど
を
表
示
す
る
マ
ル
チ
イ
ン

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
お
気
に

Hondaは、「より豊かなモビリティ社会の実現への貢
献」をめざし約40年にわたって安全運転普及活動に取
り組んでいる。この春は「平成21年 春の全国交通安
全運動」と連動した『Honda セーフティキャンペーン』
を全国のHondaの四輪販売会社で5月10日まで実施し
ている。
セーフティキャンペーンでは、エコドライブと安全
運転のコツをわかりやすくお客様へお伝えするための
パンフレット『エコドライブ＆セーフティガイド』を
配布している。

Honda Cars 埼玉中
取締役・サービス部長
倉持豊さん

Honda Cars神奈川東
日吉店店長
田村正さん

Honda Cars東京中央
取締役営業本部本部長
津久井正純さん

Honda Cars埼玉中・春日部中央店でインサイ
トを購入した杉山さんご夫妻

Honda Cars神奈川東・日吉店で
インサイトを購入した池野雅義さん

マルチインフォーメーション・
ディスプレイ

「エコドライブ指導者研修」では、実際に
路上を走行しお客様へのアドバイスポイ
ントを確認したHonda セーフティキャンペーンで

「エコドライブ＆セーフティガイド」を配布

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
心
を
持
つ

お
客
様
が
増
え
て
い
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

お
客
様
に
指
導
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
を
育
成

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
学
べ
る

「
イ
ン
サ
イ
ト
」

特集：エコドライブの普及活動 安全運転につながるエコドライブ
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

自転車で、青信号の自転車横断帯を渡ろうとしています
・歩行者・自転車用信号が青なので、あなたは自転車横断帯を通って交差点を渡るつもりです。

・右前方の交差点の中には、クルマが止まっていて、まだ動き出していません。

・携帯電話で話している歩行者は、こちらに向かってきます。

Q：あなたはどこに注意しますか？
イラストの中のその個所に丸印を書き込んでください。

▼

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラ
ー・A4版）」は下記SJホームページでご覧いた
だけます。またPDFファイルもダウンロード
（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用
はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ
さい。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736

q少人数のグループをつくります。

w「交通場面のイラスト」を見ながら、

意見を出し合います。

eその後、「解説※」を参考にして、どん

なことに気をつけて運転すればいいか

再び話し合ってください。

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/sj/

活用方法

今回のKYTの題材は、Hondaの高齢ドライバー
用プログラム「いつまでも元気に暮らすために
危険予測トレーニング30」から抜粋しています。
詳細については下記ホー
ムページ参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
kyt/senior-training/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感
受性を育てるための題材を提供します。今回は高齢者の方に、自転車運転中の危険を考えてもらうためのKYTです。
自転車利用者を対象にしたグループ教育の学習の中で活用してください。

第●回8 信号機のある交差点を渡る（自転車）

○本田技研工業（株）C

制限時間　

1分

教材

4

●教材作成の目的
本教材は、香川県交通安全教育推進会議※

（以下、推進会議）の平成19年度推進テーマ「自

転車利用者の安全教育」に基づき作成された。

推進会議では、各年度の推進テーマに応じた独

自の教材を作成している。
※香川県交通安全教育推進会議＝香川県警察をはじめ香川県内で
交通安全教育に関係する機関・団体、学識経験者等で構成される

●教材の特徴
「知っておこう自転車のルール」は、自転車を

利用する方を対象に、自転車の正しいルールな

どを紹介する動画教材（CD－ROM）。「自転車

安全利用五則」に沿った自転車の正しいルール

等を紹介している。自転車運転に関する基礎的

File.1 動画教材 知っておこう自転車のルール
企画・制作：香川県警察本部交通部　　発行：2008年5月

知識のほか、自転車の交通ルールに関する○×

問題、自転車の迷惑行為による交通事故事例、

および交通事故を起こした場合の措置、責任な

どが紹介されている。また、この教材には、安全

に自転車を乗るために役立つ足腰を鍛える運動

や、体の柔軟性を高める体操なども含まれてお

り、小学生から高齢者まで幅広い年齢層の方に

学習していただけるようなプログラムになってい

る。

平成１９年中、自転車乗用中の負傷者数が最も多い
年代はどれ？

①信号無視 ②前方不注意

③一時不停止 ④安全不確認

※第1当事者＝交通事故の当事者のうち、過失が最も重い者又は過失が
同程度の場合は、被害が最も軽い者。
第2当事者＝過失がより軽いか、過失が同程度の場合は、被害がより
大きい方の当事者。

①7～12歳 ②16～19歳 ③20～24歳 ④75歳以上

①右　　②左

このコーナーでは、全国各地の自治体や警察、企業・団体などが
制作した交通安全教育教材をご紹介します。？SJクイズ

1Q

平成２０年中、事故にあった自転車利用者（第１・２当
事者※）の違反で最も多いのはどれ？

2Q

歩道上で他の自転車と行

き違う時は、対向する自

転車を左右のどちらに見

ながら避ければいいでし

ょう？

3Q

詳しくは下記ホームページ参照
http://www.pref.kagawa.jp/police/
suishinkaigi/kyouiku/shiryou/index.htm

※「解答」は7面下、「解説」は下記SJホームページでご覧いただけます。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

推奨動作環境
Windows

Macintosh

OS Windows98/Me/2000/XP（日本語版）

CPU Intel Pentiun Ⅲ　650ＭＨz以上

メモリ 実装256MB以上

CD-ROM 24倍速以上

OS MacOS 9i以上　MacOS X

CPU PowerPC G4 以上

メモリ 実装256MB以上

CD-ROM 24倍速以上

この「知っておこう自転車のルール」はフリーソフトウェアです。転載･配付は自由です。
ただし、著作権は香川県警察本部交通部が有しております。

②

相手

①

自分

DOCUMENT EYE
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●観察場所／東京都葛飾区青戸8丁目付近
●観察日／３月１８日（水曜日）
●天候／晴れ
●観察時間／１５：３０～１６：３０
●観察者／５名

小学生以下

中学生・高校生

成　人

高齢者

小　計

左右確認した

1（3.7％） 26（96.3％）

71（89.9％） 7（8.8％）

9（2.0％）

2（5.3％）

18（3.0％）

397（89.4％）

32（84.2％）

526（89.5％）

0 27

79

444

38

588

1（1.3％）

38（8.6％）

4（10.5％）

44（7.5％）

左右確認しない 信号無視 小計

混合交通を観察する
●series─230 信号機のある交差点を横断する自転車利用者の左右確認状況を観察する

自転車利用者588人中、左右の安全確認を行って
から横断した人は何人でしょうか？

信号機のある交差点でも事故はおきています
平成18年中の自転車が関連する交通事故のうち、交差

点内の事故が59.7％を占めており、特に信号機のない交差

点での事故が全体の46.0％となっている。

しかし、信号機のある交差点での事故も13.7％に及び、

注意が必要だ。 （（財）交通事故総合分析センター資料）

交差点における他の車両等との関係等
（法36条第4項抜粋）

自転車は、交差点に入ろうとする場合、および
交差点を通行するときは、「交差道路を通行す
る車両等」「反対方向からくる右折車両等」「横
断歩行者」に特に注意し、かつ、できる限り安
全な速度と方法で進行しなければならない。

●１時間の観察でこの交差点を横断した自転車利用者は計588人。そのうち、左右確認を行なったのは44

人(7.5%)だった。信号無視も18人（3.0%）いた。

●自転車利用者の多くは、歩行者・自転車専用信号機（以下、信号）が青になったことのみを確認し、安

全確認はせずに横断していた。

●信号待ちの間に携帯電話の画面や友達との会話に夢中になり、信号が青になっても、自分で信号や安全

の確認をせず、周囲の人の動きにつられて横断を開始する人も見られた。

●信号待ちをせずに横断できる状況の時は、一時停止をせずに、交差点の内側のみを確認して横断を開始

した例が目立った。中には、信号が赤に変わる直前でスピードを上げて安全確認をせず横断する自転車

利用者もいた。

●右折しようとしたクルマが、単独で遅れてきた自転車に気づかずに横断歩道にさしかかり、自転車利用

者側が急停止した例もあった。

●横断の際、自転車利用者の多くは、向かい側からくる

歩行者や自転車に特に注意を払っているようで、右左

折しようとするクルマに対しては、頭を動かさなくて

も見える範囲のみ注意し、積極的に左右確認は行って

いなかった。また、接近するクルマのドライバーの顔

を見るなど、アイコンタクトを行う例はあまり見られ

なかった。

Q1の解答：44人(7.5%)

実際の観察から

Q1

右折するクルマと接触しそうになる
自転車を目撃！！ 事故を防ぐには、
どうすればよいでしょうか？

Q2

信号無視18人（3.0％）
左右確認した

44人（7.5％）

▲ 

5

●信号機のある交差点を横断する自転車利用者の左右確認状況（588人中）

信号無視をする自転車も観察された

道路交通法

こんな事故が
起きています

○本田技研工業（株）C

ある晴れた日の午後、気になる実際の交通状況を観察しました。

解答・解説▼

←上
野方
面 

松戸方面→ 

水戸街道 

葛
西
方
面
↓ 

↑
加
平
方
面 

左右確認しない

526人（89.5％）

★SJホームページにて本紙にはない「観察こぼれ話」がご覧いただけます。 ホンダ　SJ 検索

［解説］
ドライバーは、早く右左折したいと慌ててしまいがち。また、歩行者や自転車利

用者側も信号の変わり際などに慌てて横断したり、クルマの死角に知らずに入り

込むことが考えられる。特に、

スピードが速い自転車はクルマ

に見落とされやすいので注意が

必要だ。

Q2の解答：
自転車利用者もドライバーも安全確認を
しっかりと行うことが大切

●自転車利用者は、安全な速度で走行し、右左折して接近するクル
マのドライバーに認識されているか確認して横断する。

●ドライバーは、急に自転車や歩行者が飛び出してくるかもしれな
いと意識して安全を確認する。
また、ピラー（窓枠）の死角に歩行者や自転車が隠れてしまうこ
とがあるので、確認する時は顔を動かす。

横断時には右左折するクルマが接近する

子どもの自転車利用者は他の年齢層と比べ違反のある割合が高い
●自転車利用者（第1・2当事者）の法令違反別・年齢層別死傷者数（平成20年中　警察庁資料）

ここが
ポイント

ワンポイントDATA

15歳以下

16～24歳

25～64歳

65歳以上

違反あり

違反なし
67.6％ 32.4％

62.4％ 37.6％

66.9％ 33.1％

0 20 40 60 80 100（％）

74.4％ 25.6％

地域のチカラ ●京都府の交通安全活動

は
「
当
校
で
は
私
を
含
め
て
教
習
指
導
員
６
名
が

推
進
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

資
格
を
持
つ
こ
と
で
、
従
来
は
で
き
な
か
っ
た
活

動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
。

ま
た
、
推
進
員
に
よ
る
街
頭
指
導
も
随
時
実
施

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
秋
に
は
京
都
市
内

の
大
学
周
辺
で
夕
方
、
推
進
員
と
大
学
職
員
が
協

力
し
て
無
灯
火
や
右
側
通
行
を
行
っ
て
い
る
大
学

生
に
正
し
い
ル
ー
ル
の
啓
発
が
行
わ
れ
た
。

自
転
車
条
例
で
は
自
転
車
同
乗
幼
児
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
条
例
施
行
１
ヵ

月
後
の
平
成
20
年
５
月
に
府
内
30
ヵ
所
で
行
っ
た

着
用
調
査
で
は
着
用
率
75
％
（
９
５
８
人
中
７
１

８
人
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
同
年
２
月
の
調

査
で
は
23
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
施
行
の
効

果
が
大
き
い
と
言
え
る
。
京
都
府
で
は
ヘ
ル
メ
ッ

転
車
対
歩
行
者
の
事
故
は
平
成
９
〜
19
年
の
10
年

間
で
３
倍
に
な
っ
た
と
い
う
。「
府
民
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
歩
行
者
の
約
８
割
が
『
自

転
車
が
怖
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
』
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
府
内
に
お
け
る
自
転
車
事
故
の
増
加
、

自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
悪
化
へ
の
対
策
と
し
て
、

自
転
車
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」。

今
回
の
条
例
に
お
け
る
新
た
な
施
策
の
１
つ

が
、
自
転
車
安
全
利
用
推
進
員
（
以
下
、
推
進
員
）

で
あ
る
。
推
進
員
は
子
ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
と
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京
都
府
は
平
成
19
年
10
月
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
は
初
と
な
る
「
京
都
府
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
以
下
、
自
転
車
条
例
）」

を
公
布
・
施
行
し
た
。
こ
の
条
例
は
自
転
車
に
関

す
る
事
故
の
防
止
、
自
転
車
の
秩
序
あ
る
利
用
の

推
進
及
び
自
転
車
を
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き

る
環
境
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

条
例
の
運
用
に
あ
た
り
、
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
京
都
府
府
民
生
活
部
安
心
・
安
全

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
あ
る
。
同
課

主
査

（
現
京
都
府
警
察
本
部
交
通
企
画
課
）
の
西
村
智
さ

ん
は
「
京
都
府
は
自
転
車
の
保
有
率
は
１
・
５
人

に
１
台
と
全
国
的
に
も
高
い
水
準
で
す
。
府
の
人

口
の
約
半
分
を
占
め
る
京
都
市
内
に
は
約
15
万
人

（
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
と
ほ
ぼ
同
数
）
の
大
学

生
が
暮
ら
し
て
お
り
、
自
転
車
を
利
用
す
る
若
者

層
が
多
い
の
も
特
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、『
京
都

議
定
書
』
誕
生
の
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
府
民

の
環
境
意
識
も
高
く
、
そ
れ
が
自
転
車
の
利
用
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
自
転
車
の

利
用
実
態
を
説
明
す
る
。

こ
う
し
た
自
転
車
保
有
台
数
の
増
加
に
伴
い
、

平
成
９
年
以
降
、
自
転
車
事
故
が
増
え
、
特
に
自

6

行
政
と
関
係
団
体
、事
業
者
や
府
民
が
互
い
に

協
力
し
合
い
、自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
を
め
ざ
す

※京都議定書＝平成９年に京都で開催された地球温暖化防止京都会議において、６種類の温室効果ガスの先進国の排出削減について
法的拘束力のある数値目標などを定めた文書。

「自転車運転免許証の交付を伴う自転車
教室」や小学生対象の自転車教室で活
躍する推進員

地域によっては推進員が親子を
対象に指導するケースもある

昨年行われた京都府自転車安全利用推進員委嘱式

幼児用ヘルメットのモニターは「京のヘルメットひろめ隊」
として任命される

し
た
自
転
車
教
室
で
の
指
導
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
年
齢
制
限
は
な
く
、
府
が
行
う
講
習
を

受
講
す
れ
ば
、
誰
で
も
推
進
員
に
な
る
こ
と
が
可

能
だ
（
自
転
車
安
全
整
備
士
、
教
習
指
導
員
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
資
格
を

保
有
し
て
い
れ
ば
講
習
を
受
講
す
る
必
要
は
な

い
）。
平
成
21
年
３
月
末
現
在
、
推
進
員
に
委
嘱
さ

れ
て
い
る
の
は
８
３
１
人
。
教
習
指
導
員
約
２
５

０
人
を
中
心
に
自
転
車
小
売
業
者
や
地
域
の
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
多
い
と
い
う
。
講

習
を
受
け
て
、
推
進
員
と
な
っ
た
中
学
生
・
高
校

生
も
38
人
い
る
。

京
都
府
で
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
児
童
を
対

象
に
「
自
転
車
運
転
免
許
証
の
交
付
を
伴
う
自
転

車
教
室
」
を
推
進
し
て
い
る
。
自
転
車
の
安
全
運

転
講
習
と
学
科
・
実
技
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、

自
転
車
運
転
免
許
証
を
児
童
に
交
付
す
る
と
い
う

取
組
み
だ
。「
自
転
車
教
室
は
、
京
都
府
警
察
本
部

が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
警
察
官
だ
け
で
は
開
催

数
が
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
小
学
校
で
の
自

転
車
教
室
に
近
隣
に
住
ん
で
い
る
推
進
員
を
派
遣

す
る
こ
と
で
人
員
を
強
化
し
、
開
催
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
中
は
自
転
車
運

転
免
許
証
の
交
付
数
が
前
年
の
３
倍

に
な
り
ま
し
た
」
と
西
村
さ
ん
は
推

進
員
委
嘱
の
効
果
を
語
る
。「
今
後
は

推
進
員
だ
け
に
よ
る
開
催
を
増
や
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
児
童
に
自
転
車

運
転
免
許
証
を
交
付
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」。

推
進
員
の
活
動
は
「
自
転
車
運
転

免
許
証
の
交
付
を
伴
う
自
転
車
教
室
」

が
主
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
取

組
み
も
あ
る
。
例
え
ば
、
宝
池
城
南

自
動
車
教
習
所
（
木
津
川
市
）
の
教

習
指
導
員
は
中
学
校
で
の
自
転
車
教

室
に
協
力
し
た
。
推
進
員
と
し
て
参

加
し
た
同
教
習
所
の
西
山
文
哉
さ
ん

ト
着
用
の
義
務
化
を
周
知
す
る
た
め
に
、
平
成
19

年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
20
年
４
月
に
か
け
て
、

幼
稚
園
や
保
育
所
、
市
町
村
で
行
っ
て
い
る
乳
幼

児
健
診
を
中
心
に
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
活
動
を
展

開
し
た
。
さ
ら
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布

す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
（
平
成
19
年
度
１
５
０
０

人
・
平
成
20
年
度
３
０
０
０
人
）
し
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
定
員
に
達
し
た
そ
う
だ
。「
モ
ニ
タ
ー
に
よ

る
口
コ
ミ
で
幼
児
の
い
る
家
庭
に
周
知
し
て
い
く

こ
と
が
ね
ら
い
で
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
平
成
19
年
度
）
で
は
、『
子
ど
も
に
着

用
さ
せ
て
み
て
、
安
心
感
（
効
果
）
を
感
じ
る
』

と
回
答
し
た
方
は
86
％
。『
自
転
車
の
安
全
運
転
を

さ
ら
に
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
方
も

61
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
西
村
さ
ん
は
話

す
。
ま
た
、
京
都
府
で
は
生
活
保
護
の
受
給
世
帯

で
幼
児
が
い
る
世
帯
に
は
保
護
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
無
償
で
配
布
し
て
い
る
。

京
都
府
は
、
平
成
20
年
４
月
に
策
定
し
た
「
自

転
車
安
全
利
用
促
進
計
画
」
に
お
い
て
、「
平
成
22

年
ま
で
に
年
間
の
自
転
車
事
故
発
生
件
数
を
３
０

０
０
件
以
下
と
す
る
」
目
標
を
掲
げ
た
（
平
成
20

年
中：

３
３
６
３
件
）。
さ
ら
に
、
対
策
ご
と
の
目

標
も
設
定
し
て
い
る
。

平
成
22
年
ま
で
の
主
な
目
標

・
自
転
車
運
転
免
許
証
を
１
万
５
０
０
０
人
の

小
学
生
に
交
付

・
自
転
車
安
全
利
用
推
進
員
を
１
０
０
０
人
に

委
嘱

・
自
転
車
同
乗
幼
児
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
80
％

自
転
車
は
日
常
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増
進
に
も
役

立
つ
。
京
都
府
で
は
こ
う
し
た
長
所
を
ふ
ま
え
、

自
転
車
利
用
は
促
進
さ
れ
る
べ
き
と
の
観
点
か
ら

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

自
転
車
条
例
制
定
の
背
景

教
育
の
中
核
を
担
う

自
転
車
安
全
利
用
推
進
員

自
転
車
運
転
免
許
証
の

交
付
数
が
3
倍
に

条
例
施
行
後
、
幼
児
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
７５
％
に

自
転
車
利
用
を
促
進
す
る

観
点
で
施
策
を
推
進

w自転車交通安全教育等の努力義務
府、学校長、事業者等は自転車交通安全教育の実施に努
める。

e自転車安全利用推進員
自転車の安全利用に関する教育や広報啓発活動を行う
ボランティアを自転車安全利用推進員として、府知事
が委嘱。

r自転車同乗幼児のヘルメット着用義務化
（平成20年4月より施行）

自転車利用者（運転者）に対して、幼児（6歳未満）
を同乗させる時は幼児にヘルメットの着用を義務づけ。
義務違反者に対する罰則はないが、違反者は警察官等
に注意を受けることがある。

自転車条例の特徴

府
安全利用に関する
総合的・計画的な
施策の策定

自転車利用者

安全利用、点検整備、
保険加入

自転車小売業者

安全利用情報の
説明、交通安全団体
等への協力

府民

安全利用の促進と
施策への協力

交通安全団体

地域における安全
利用の取組みの

推進

q関係主体の責務と役割の明確化

ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

私
の
し
ご
と
館
・
事
務
局
長
補
佐
の
佐
々
木
洋
一

さ
ん
は
、「
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
当
館
来
場
者
の

多
く
は
お
子
様
で
す
。
お
子
様
が
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
の
情
報
を
新
学
期
が
始
ま
る
前
に
提
供
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
動
画
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
お
子
様
に
も
わ
か
り
す
い
と
好
評
で

す
。
親
子
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
評
価
す
る
。

み
ま
し
た
」
と
話
す
。

木
實
淳
治
さ
ん
・
千
恵
さ
ん
夫
妻
は
三
人
の
お
子

さ
ん
と
参
加
。「
上
の
子
ど
も
が
４
月
か
ら
小
学
校

へ
通
学
す
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
飛
び
出
し
の
実
験

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」（
淳
治
さ
ん
）、

「
子
ど
も
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
っ
た
だ

け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
も
安
全
運
転
の
大

切
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
」（
千
恵
さ
ん
）
と
感

想
を
語
っ
た
。

今
後
、
蓬
原
工
業
団
地
工
業
会
は
、
工
業
団
地
だ

け
で
な
く
、
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
合
志
市
内

の
他
地
域
に
も
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
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現
場
訪
問

TOPICS
３
月
21
日
、「
第
１
回
蓬
原
地
区
親
子
交
通
安
全

教
室
」（
主
催：

蓬
原
工
業
団
地
工
業
会
）
が
（
株
）

ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
熊
本
事
業
所
（
熊
本
県
合

志
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
蓬
原
工
業
団
地
工
業
会
は

合
志
技
研
工
業
（
株
）、（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
、（
株
）
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、（
株
）
中
井
商

店
、
九
州
精
鍛
（
株
）
で
構
成
。
こ
の
交
通
安
全
教

室
は
各
社
に
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
の
家
族
お
よ
び

周
辺
に
住
む
親
子
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

１
４
０
名
の
親
子
が
参
加
し
た
。

合
志
技
研
工
業
（
株
）
と
（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
は
昨
年
、
そ
れ
ぞ
れ
従
業
員
２
名
を
安
全

運
転
指
導
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
た
ホ
ン
ダ
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
以
下
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
と
し
て
養
成
。
交
通
安
全
教
室

は
こ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
４
名
が
講
師
役
と
な
っ

て
進
め
ら
れ
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
合
志
技
研
工
業（
株
）

の
西
村
浩
さ
ん
は
交
通
安
全
教
室
の
開
催
の
背
景
を

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
周
辺
地
域
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
工
業
団
地
の
企
業
全
体
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
団
地
内
の
他
企
業
に
協

力
を
呼
び
か
け
、
合
同
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の

で
す
」。

交
通
安
全
教
室
の
最
初
は
人
形
を
使
っ
て
飛
び
出

し
事
故
を
再
現
。
40
km
／
ｈ
で
走
る
ク
ル
マ
の
前
方

に
人
形
が
壁
の
カ
ゲ
か
ら
飛
び
出
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
人
形
を
発
見
し
て
か
ら
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
が

間
に
合
わ
ず
、
人
形
と
衝
突
し
て
し
ま
う
。「
ク
ル

マ
は
急
に
止
ま
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
実
験
で
あ
る
。
こ
の
他
、
自
転
車
が

左
折
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
事
故

を
再
現
。
ま
た
、
親
が
ク
ル
マ
の
運
転
席
に
座
り
、

子
ど
も
に
ク
ル
マ
の
周
囲
に
立
っ
て
も
ら
い
、
運
転

席
か
ら
見
え
な
い
範
囲
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
示
す

実
験
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
一
人
、（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
藤
本
房
利
さ
ん
は
「
不
用
意
に
道

路
に
飛
び
出
す
こ
と
が
、
い
か
に
危
険
か
、
子
ど
も

た
ち
の
目
と
耳
に
訴
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
取
り
組

●
第
１
回
蓬
原
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

工
業
団
地
の
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

親
子
へ
の
交
通
安
全
啓
発
活
動

●
私
の
し
ご
と
館
・
イ
ベ
ン
ト
「
危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

動
画
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
危
険
予
測
能
力
を
高
め
る

３
月
20
〜
22
日
の
３
日
間
、
私
の
し
ご
と
館
（
京

都
府
相
楽
郡
精
華
町
）
で
イ
ベ
ン
ト
「
危
険
予
測
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
〜
交
通
安
全
の
た
め
に
〜
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た
動
画
Ｋ
Ｙ
Ｔ

を
使
っ
て
参
加
者
自
身
に
危
険
予
測
能
力
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
い
、
日
頃
の
交
通
安
全
に
活
か
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。対
象
は
小
学
１
年
生
以
上
で
、

参
加
者
は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
中
心
で
あ
っ

た
。
講
師
は
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

の
橋
田
克
己
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
務
め
た
。

ま
ず
、
橋
田
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
危
険
予
測

と
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
危
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
予
測
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
危

険
予
測
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
日
は
で
き
る
だ
け
早
く
危
険
に
気
づ
く
力
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
講
習

の
主
旨
を
説
明
。「
小
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
ま
だ

ク
ル
マ
を
運
転
し
な
い
の
で
、
助
手
席
に
乗
っ
て
い

る
気
持
ち
で
ご
覧
く
だ
さ
い
」。

動
画
Ｋ
Ｙ
Ｔ
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
点
で
の
運
転

状
況
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
動

画
で
再
現
、
途
中
に
は
事
故
に
至
る
場
面
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
交
差
点
の
右
左
折
、
駐
車
車
両
脇
の
通

過
な
ど
、
様
々
な
交
通
場
面
を
見
な
が
ら
、
危
険
に

気
づ
い
た
時
点
で
参
加
者
に
手
元
の
ボ
タ
ン
を
押
し

て
も
ら
う
。
ボ
タ
ン
を
押
し
た
子
ど
も
や
保
護
者
は

危
険
と
感
じ
た
理
由
を
発
表
し
て
い
く
。
最
後
に
橋

田
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
各
場
面
で
の
危
険
予
測
の

※1 私のしごと館＝若い人たちが早い時期から職業に親しみ、自らの職業生活を設計し、将来にわたって充実した職業生活を過ごすことができるよ
う、様々な職業に関する体験の機会や情報を提供する施設。

※2 動画ＫＹＴ＝実際に起こりうる危険場面をコンピュータグラフィックスによる動画で再現。どの場面でどういう危険を感じたか、危険を招かな
いためにはどうすればよいかなどを指導者と一緒に振り返り、危険予測トレーニング（ＫＹＴ）を行う。

★

人形を使った飛び出し事故の再現。ド
ライバーがブレーキをかけてからクル
マが止まるまでに距離がかかること
を、インストラクターが解説

ドライバーの視点での運転状況を見なが
ら、参加者は危険に気づいた時点で手元
のボタンを押す

交差点では左折しようとするクルマ
のそばには近づかないようインスト
ラクターがアドバイス

大津警察署の協力により、パトカー
の試乗なども行われた

合志技研工業（株）と（株）ホンダロジスティクスのインストラクターたちが
子どもにもわかりやすく指導

●
東
京
明
販
（
株
）育

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

で
新
入
社
員
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
私
が
明
治
乳
業
（
株
）
で
安
全
運
転
管
理

を
担
当
し
て
い
た
時
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で

参
加
体
験
型
の
研
修
に
よ
っ
て
、
社
員
の
事
故

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

若
者
は
座
学
や
講
話
だ
け
で
す
と
、
そ
の
場
で

は
理
解
し
て
く
れ
て
も
、
そ
の
後
の
行
動
に
結

び
つ
き
に
く
い
よ
う
で
す
。
自
分
の
身
体
を
動

か
し
て
学
べ
る

参
加
体
験
型
の

研
修
は
効
果
が

あ
り
ま
し
た
」。

ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
事
故
実
態
か
ら
、
研
修
の
中
で
は
狭
い

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
想
定
し
た
車
庫
入
れ
や
縦
列

駐
車
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間
を
多
め
に
取
っ

た
そ
う
だ
。

「
参
加
し
た
新
入
社
員
は
、
練
習
し
た
お
か

げ
で
後
退
時
の
車
両
感
覚
が
身
に
つ
き
、
運
転

に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
て
い

ま
す
。
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
私
た
ち
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
点
も
、

レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

と
関
根
さ
ん
は
言
う
。

「
最
近
は
入
社
直
前
で
の
運
転
免

許
取
得
や
、
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
て
も
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
参
加
体
験
型
の

研
修
は
新
入
社
員
の
経
験
不
足
を

補
う
意
味
で
も
重
要
で
す
」。

東
京
明
販
（
株
）
は
明
治
乳
業
グ
ル
ー

プ
の
会
社
で
、
関
東
・
甲
信
越
地
域
に
お

い
て
牛
乳
・
乳
製
品
を
中
心
に
扱
う
食
品

専
門
卸
売
の
企
業
で
あ
る
。
同
社
で
は
昨

年
か
ら
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ

ー
埼
玉
（
以
下
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
）
で

新
入
社
員
を
対
象
に
し
た
安
全
運
転
研
修

を
開
始
。今
年
は
４
月
６
日
に
開
催
し
た
。

こ
の
安
全
運
転
研
修
を
企
画
し
た
東
京
明
販

（
株
）
専
務
取
締
役
の
関
根
信
敏
さ
ん
は
、
明
治

乳
業
（
株
）
で
長
年
に
わ
た
り
安
全
運
転
管
理

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
私
が
赴
任
し
た
３
年
前
ま
で
、
安
全
運
転

研
修
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
報
告
書
は
提
出
さ
れ

る
も
の
の
、
そ
れ
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
報
告
書
を
分
析
し
、
社

員
の
事
故
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
」
と
関
根
さ
ん
は
振
り
返
る
。

そ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
自
社
や
取
引
先

の
駐
車
場
で
停
ま
っ
て
い
る
ク
ル
マ
等
に
接
触

す
る
事
故
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
関
根

さ
ん
は
社
員
へ
の
自
社
に
合
っ
た
安
全
運
転
教

参
加
体
験
型
の
安
全
運
転
研
修
に
よ
っ
て

新
入
社
員
の
経
験
不
足
を
補
い
、

事
故
防
止
に
つ
な
げ
る

車庫入れや縦列駐車のコツをインストラクター
から聞き、繰り返し練習する東京明販（株）の
新入社員

安全運転研修では、すべりやすい路面
でのABS（アンチロック・ブレーキ・
システム）体験なども行われた

運行前点検は事故防止のために重要で
あることを学ぶ

東京明販（株）専務
取締役・関根信敏さん

（SJクイズの解答：Q1②、Q2④、Q3①）

2

1

SJ2009年 4・5月号（No.433）4月20日発行

教育
最前線

高齢ドライバー自らが運転の問題点に気づき、
話し合いながら解決策を見つけるプログラム

連載 11

●京都府警察本部・いきいき運転講座

●
千
葉
県
立
船
橋
東
高
等
学
校
　
教
諭

南
部
健
さ
ん

運
転
免
許
を
持
た
な
い
高
校
生
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

心
理
状
態
を
知
ら
ず
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
S
J
３
月

号
の
特
集
「
私
が
実
践
し
て
い
る
交
通
安
全
」
に
は
、

ど
ん
な
場
面
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
て
運
転
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
声
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
ド
ラ
イ
バ
ー
側
の
目
線
や
考

え
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
紙
面
の
一
部
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
J
は
交
通
安
全
の
情
報
を
得
る
媒
体
と
し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
高
校
生
向
け
の
教
材
『
セ
ー
フ

テ
ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
時
に
は
、

そ
の
紙
面
を
読
ん
で
該
当
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
集
会
や
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
指
導
す
る
際
の
ネ
タ
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ア
イ
で
高
校
生
の
違
反

の
現
状
が
わ
か
る
観
察
や
、
ど
う
い
う
手
立
て
を
す
る

と
交
通
環
境
が
改
善
さ
れ
た
か
な
ど
の
好
事
例
を
積
極

的
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
青
森
東
　
本
社

市
川
清
一
さ
ん

Ｓ
Ｊ
３
月
号
で
青
森
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
安
全
教

室
の
記
事
を
読
み
、
高
校
生
に
対
し
て
安
全
を
伝
え
る

活
動
は
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

当
社
で
は
、
４
月
22
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
協
力
を
得
て

中
学
校
と
高
校
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
体
験

出
張
安
全
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ク
ル

マ
の
制
動
距
離
の
実
験
な
ど
も
行
い
、
ク
ル
マ
の
特
性

を
伝
え
て
、
交
通
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

日
頃
、
販
売
店
で
は
、
来
店
し
た
お
客
様
に
安
全
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
冬
道
の
時
は

ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
早
め
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
下
さ

い
な
ど
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
や
地
域
の
人

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
参
考
に
な
る
の
で
、
S
J
に
は
指

導
の
様
子
が
分
か
る
具
体
的
な
記
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

ご愛読者のみなさまへ
SJに対するご意見・ご感想をお寄せください！
SJ編集部では今後の紙面づくりの参考にさせ
ていただくため、みなさまのご意見･ご感想･
ご要望を下記メールアドレスにてお待ちして
おります。

sj-mail@ast-creative.co.jp
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声

8本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。

動
を
展
開
し
て
い
る
。
京
都
府

警
交
通
企
画
課
交
通
安
全
教
育

係
長
の
安
田
佐
智
子
さ
ん
は

「
京
都
府
警
で
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、

各
地
域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
地※

域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
）
に
交
通
安
全
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
活
動
の
背
景
を

語
る
。

３
月
27
日
に
は
、
伏
見
警
察

署
（
京
都
市
伏
見
区
）
で
「
い
き

い
き
運
転
講
座
」
が
開
か
れ
た
。

最
初
は
「
交
通
脳
ト
レ
」。
脳
機
能
を
高
め

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
、
交
通
安

全
教
育
の
学
習
効
果
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。
冊
子
「
交
通
脳
ト
レ
３
ヵ
月
」
か
ら

選
ん
だ
「
ま
ち
が
い
探
し
」
な
ど
の
問
題
が

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
配
布
さ
れ
、
参
加
者

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
は
、（
社
）
日
本
自

動
車
工
業
会
が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
開

発
し
た
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
そ
の
特
徴
の
１
つ
は
、
講
座
に
参
加
す

る
高
齢
者
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
っ
て
、
自
分

た
ち
の
力
で
進
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

京
都
府
警
察
本
部
（
以
下
、
京
都
府
警
）

で
は
、
こ
の
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
を
昨

年
９
月
よ
り
、
府
内
の
各
警
察
署
で
普
及
活

は
問
題
を
解
く
。

次
は
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
の
１

つ
「
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る
」。
あ
る
交

通
場
面
に
お
け
る
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

を
ビ
デ
オ
で
見
て
も
ら
う
。
参
加
者
は
ビ
デ

オ
を
見
る
前
後
に
、
そ
の
交
通
場
面
で
自
分

だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
運
転
を
す
る
か
、

自
己
評
価
（
１
０
０
点
満
点
で
採
点
）
を
行

う
。
他
人
の
運
転
を
見
て
、
参
加
者
に
自
己

評
価
技
能
（
自
分
の
姿
を
正
し
く
評
価
す
る

能
力
）
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
あ
る
。

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
の
交
通
安
全
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
参
加
者
が
意
見
を
発
表
し

た
り
、
そ
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
形
で
進
行

す
る
。
高
齢
者
同
士
で
話
し
合
い
、
そ
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
き
、
参
加
者
自

身
に
答
え
を
導
き
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね

ら
い
で
あ
る
。

京
都
府
警
の
安
田
さ
ん
は
「
参
加
し
た

方
々
が
意
見
を
発
表
し
な
が
ら
進
行
す
る
と

い
う
講
習
は
、
参
加
者
自
身
の
理
解
を
深
め

る
教
育
手
法
と
し
て
、
た
い
へ
ん
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、『
交
通
脳
ト
レ
』
は
講

習
へ
の
集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
他

の
講
習
の
導
入
に
も
応
用
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
」
と
評
価
す
る
。

京
都
府
警
で
は
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」

を
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に
、
７
警
察
署
で

17
回
実
施
し
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
む
５

８
４
人
が
参
加
し
た
。
安
田
さ
ん
は
「
平
成

21
年
度
は
府
内
26
警
察
署
す
べ
て
で
実
施
す

る
こ
と
が
目
標
」
と
語
る
。

話
し
合
い
を
通
じ
て

交
通
安
全
力
を
高
め
る

ポ
イ
ン
ト
○3

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を

見
て
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る

ポ
イ
ン
ト
○2

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
の
新
た
な
手
法

「交通脳トレ」には、危険
を予知する時に働く脳を活性
化さるための「まちがい探し」
や、脳全体を活性化させる
「計算問題」などの課題が用
意されている。この日は「ま
ちがい探し」に挑戦。

1
「いきいき運転講座」の内容（一例）

あいさつ

2交通脳トレ

3自分の運転を振り返る

講座の目的を参加者に理解
してもらう。また、必要があ
れば、参加者同士で自己紹介
を行う。「いきいき運転講座」
のリーダー用教材には、あい
さつから説明にいたるまでの
台本が入っているため、初め
ての方でも安心して講座の進
行ができる。

※
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
＝
道
路
交

通
法
に
基
づ
き
、
京
都
府
公
安
委
員
会

か
ら
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

この日のテーマは
「信号機のない交差
点の通過（四輪車）」。
ビデオでは、「止ま
れ」の標識がある交
差点を通過するクル
マの様子が映し出さ
れる。15台のクルマ
が通過するが、停止
線の手前で一時停止
して安全確認していると思われるクルマは
１台もいない。

その後、リーダー役は「止まらな
いと、どんな危険がありますか？」
など、質問していく。
これに対し、参加者は「車道の手
前にある歩道から、歩行者や自転車
が飛び出してきて、ぶつかるかもし
れない」と答える。さらに、ある参
加者からは「こういう場所で止まら
ないクルマがいるということを、子
どもたちにも教える必要がある」と
いう意見が出されるなど、活発な話
し合いが行われた。

「いきいき運転講座」について
「いきいき運転・いきいき生活」
「危険予知トレーニング」「ヒヤリ体
験を活かす」「自分の運転を振り返
る」という４種類の交通安全トレー
ニングと、「交通脳トレ」で構成さ
れる高齢者向けの交通安全教育プロ
グラム。

お問い合わせ・教材申し込み先：（株）コンセプション
受付時間：11：00～18：00（月曜～金曜、祝日を除く）
TEL：03-5770-7725 FAX：03-5770-7726

また、教材（ビデオ除く）は以下の自工会ホームペ
ージからダウンロードが可能。ビデオ（DVD）は自工
会が運営する自動車図書館（東京都港区）で閲覧・貸
出しを行っている。
http://www.jama.or.jp/safe/safety_elderly/

脳
を
活
性
化
さ
せ
な
が
ら

交
通
安
全
を
学
ぶ

ポ
イ
ン
ト
○1

今回は伏見警察署の警察官がリーダー役、伏見地域交通安全活動推進委員12人が参加者となっ
て講座が進められた

次号は２００９年６月２０日発行予定となります。

SJ紙面構成
◎よりご活用いただける紙面をめざして内容を見直しました。

◎読者の方々からの意見を掲載する「SJポスト」を開設
◎簡単な調査結果を掲載する「SJプラザ」を開設
◎KYTやSJクイズの教材ダウンロード機能を強化
◎ドキュメントアイの「観察こぼれ話」教材を掲載
＊SJホームページにアクセスし、「4・5月号読者アンケート」
にご回答いただいた方の中から抽選で100名様にクオカード
を進呈いたします。（締切：6月19日）

◎掲載内容充実のため、ページ数を増やします。
（6P→8P）
◎発行のタイミングを変更します。
（毎月発行→偶数月発行）
◎SJホームページをリニューアルします。
（本紙＋αの情報をお届け）

P1-3 特集

交通社会において
クローズアップす
べきテーマをタイ
ムリーに掲載

P4-5

教材として活用い
ただける機能を強
化

P6-8

交通安全教育の現
場の取組み・指導
方法を紹介

1面 2面 3面

4面 5面

6面 7面 8面

▲

▼

特集：エコドライブの普及活動

安全運転につながるエコドライブ………q

危険予測トレーニング（KYT）／信号機のある交差点を渡る（自転車）……r

The教材／動画教材 知っておこう自転車のルール………r

SJクイズ………r

DOCUMENT EYE○
信号機のある交差点を横断する自転車利用者の左右確認状況を観察する……t

地域のチカラ／京都府の交通安全活動………y

現場訪問／東京明販（株）………u

TOPICS①／第１回蓬原地区親子交通安全教室………u

TOPICS②／私のしごと館・イベント「危険予測トレーニング」………u

教育最前線／京都府警察本部・いきいき運転講座………i

読者の声………i

230
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Hondaの交通安全情報紙

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
電話 03（5412）1736
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

●編集人：千葉英雄

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
電話03（3405）1191

SJホームページは

今年2月に発売された新型ハイブリッドカー「インサイト」は、
発売後約1ヵ月で月間販売計画の3倍以上となる約1万8,000台
を受注するなど、幅広いお客様から支持されている

4・5月号からのリニューアルのポイント

●SJホームページ本紙の情報+独自コンテンツも

いつも「SJ」をご愛読下さいまして、誠にありがとうござ

います。

当紙は、交通安全活動を推進する指導者の皆様に役立つ情

報の提供を目的に発行してまいりました。今号より、交通安

全の教材として活用いただける機能を強化するとともに、各

地域での取組み・指導方法を紹介する記事を充実させ、新た

な内容でお届けいたします。

この度のリニューアルでは、教育の現場を意識した新しい

連載企画をお届けするため、ページ数を8ページに拡大いた

しました。それに伴い、掲載内容を充実させるべく、月刊で

の発行から隔月刊の発行へと移行いたします。（次号は6月20

日発行予定）

当紙では読者の皆様にとって使いやすく、お役に立つ紙面づ

くりをめざしていきますので、今後とも皆様からの忌憚のないご

意見・ご要望を頂戴いたしたくお願い申し上げます。

（SJ編集部）

ホンダ　SJ 検索
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わ
せ
て
、
東
京
指
定
自
動

車
教
習
所
協
会
は
東
京
都

環
境
局
と
連
携
し
、
教
習

所
職
員
向
け
に
実
施
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と

し
て
、「
東
京
都
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
養
成
教
習
会
」を
実
施
。

同
協
会
に
加
盟
す
る
全
自

動
車
教
習
所
の
教
官
の
代

表
者
が
受
講
し
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
推
進
の
核
と
な
る

53
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
誕
生
し
た
。

東
京
都
は
、
こ
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
講
師
と
し
て
、
区
市
町
村
や
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
を
図
っ
て

い
る
。
尾
久
自
動
車
学
校
（
東
京
都
小
金
井
市
）

の
副
管
理
者
・
講
習
部
部
長
の
羽
柴
和
明
さ
ん
に

よ
る
と
、
尾
久
自
動
車
学
校
を
含
む
11
教
習
所
が

先
駆
的
モ
デ
ル
校
と
な
り
、
昨
年
11
月
か
ら
企
業

を
対
象
と
し
た
「
東
京
都
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
」

が
実
施
さ
れ
、
全
50
回
で
１
７
５
名
が
受
講
し
た

と
い
う
。
さ
ら
に
、
尾
久
自
動
車
学
校
で
は
東
京

都
の
モ
デ
ル
事
業
に
協
力
し
、
今
年
１
･
２
月
に
も

同
じ
企
業
を
対
象
に
し
た
「
東
京
都
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
教
習
会
」
を
30
回
実
施
し
、
89
名
が
受
講
し
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
標
準
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
は
都
内
の
教
習
所
で
同
一
の
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。
教
習
会
の
内
容
は
、
最
初
に

何
も
説
明
し
な
い
状
態
で
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

走
行
し
て
燃
費
を
計
測
、
次
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

説
明
す
る
。
そ
の
後
、
最
初
と
同
じ
コ
ー
ス
を
走

り
、
燃
費
を
再
度
計
測
し
て
、
最
初
の
走
行
と
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
走
行
で
燃
費
が
ど
れ
く
ら
い
良
く
な

っ
た
か
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
。

羽
柴
さ
ん
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運
転
と

共
通
項
が
多
い
と
と
ら
え
て
い
る
。「
共
通
項
が

多
い
分
、
安
全
運
転
教
育
の
中
に
、
エ
コ
と
い
う

視
点
を
無
理
な
く
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆

ま
た
、
途
中
で
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
体
験
も
行
わ

れ
る
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
燃
費
に
は
悪
い
が
、
緊
急

時
に
は
必
要
な
こ
と
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
で

あ
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修
の
特
色

は
、
安
全
運
転
と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
研
修
は
各
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
あ
る
。
例
え
ば
、
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
た
の
は

「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」。
こ
れ
は
、
実
技
後
の
座
学

で
行
わ
れ
る
。
受
講
者
に
あ
る
交
通
場
面
を
見
て

も
ら
い
、
燃
費
向
上
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

考
え
、
次
に
そ
の
場
面
で
の
危
険
要
因
を
考
え
る

こ
と
で
、「
エ
コ
」
と
「
セ
ー
フ
テ
ィ
」
を
ど
の

よ
う
に
両
立
さ
せ
る
か
討
議
し
て
い
く
と
い
う
も

の
だ
。

「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
の
作
成
を
担
当
し
た
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
・
西
井
毅
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
を

導
入
し
た
背
景
に
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
意
識
が

過
剰
に
な
る
と
安
全
運
転
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
と
い
う
。

「
研
修
で
は
受
講
者
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
追
求
し

て
い
く
と
、
な
る
べ
く
ブ
レ
ー
キ
を
使
わ
ず
に
、

ア
ク
セ
ル
操
作
で
速
度
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ク
セ
ル
を
緩
め
る
だ
け

で
曲
が
り
角
や
カ
ー
ブ
に
進
入
す
る
運
転
は
、
燃

費
向
上
に
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
で
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
て
、
後
続
車

に
減
速
を
促
さ
な
い
と
、
後
ろ
か
ら
追
突
さ
れ
る

危
険
性
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
一
時
停
止
場
所

で
も
、
燃
費
を
上
げ
る
た
め
に
徐
行
だ
け
で
通
過

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い

全
国
に
あ
る
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運
転
に
つ
な
が
る
点

が
多
い
と
い
う
認
識
か
ら
、
昨
年
４
月
よ
り
企
業

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
安
全
運
転
研
修
の
１
つ
の
コ

ー
ス
と
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研

修
を
開
始
し
た
。

同
研
修
は
座
学
と
実
技
で
構
成
さ
れ
、
研
修
内

容
は
、
研
修
を
受
講
す
る
企
業
の
要
望
や
各
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
備
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
多

少
異
な
る
。
こ
こ
で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る

座
学
と
実
技
を
紹
介
す
る
。
座
学
で
は
環
境
問
題

に
関
す
る
一
般
知
識
と
と
も
に
、
C
O
２
の
排
出

量
を
減
ら
す
と
い
う
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
必
要
性
を

説
明
。
さ
ら
に
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
e
ス
タ

ー
ト
」
な
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
の
運
転
操

作
を
指
導
す
る
。
そ
し
て
、
実
技
後
に
行
う
座
学

で
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
安
全
運
転
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

実
技
で
は
受
講
者
は
燃
費
計
（
燃
費
を
計
測
す

る
装
置
）
を
取
り
付
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
車
両
を

運
転
す
る
。

最
初
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識
せ
ず
に
運
転
し

て
も
ら
い
、
そ
の
時
の
燃
費
を
計
測
し
て
お
く
。

次
に
、
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
周
回
し
て
、
ふ

ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
『
ｅ
ス
タ
ー
ト
』、
ア
ク
セ
ル

オ
フ
に
よ
る
フ※

２

ュ
ー
エ
ル
カ
ッ
ト
な
ど
の
効
果
を

確
認
。
こ
れ
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
運
転
方
法

が
燃
費
向
上
に
効
果
が
あ
る
か
、
受
講
者
自
身
が

考
え
、
走
り
比
べ
て
試
し
な
が
ら
、
理
想
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
。

う
運
転
を
す
る
と
、
出
会
い
頭
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
様
々
な
交

通
場
面
の
中
で
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
よ
り
も
安
全
を

優
先
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
業

務
で
運
転
す
る
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
は
、

こ
う
し
た
点
も
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
」。

「
ｅ
ｃ
ｏ
│
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
『
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
集
中
し
て
い
い
場
面
』『
安
全
を

優
先
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
』
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
に
お
い
て
は
、
自
動
車

教
習
所
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
昨
年
６

月
、「
指
定
自
動
車
教
習
所
の
日
」
の
時
期
に
合

に
、
エ
コ
を
き
っ
か
け
に
し
て

安
全
運
転
の
啓
発
も
さ
ら
に
指

導
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
当
校
が
実
施

し
て
い
る
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向

け
の
安
全
運
転
研
修
に
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
育
を

取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
、
企
業
や
一
般
の
お
客
様
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
都
内
の
各
教
習
所
で
は
、
事
業
と
し
て
企

業
等
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
」。
尾

久
自
動
車
学
校
に
も
、
す
で
に
企
業
か
ら
安
全
運

転
と
エ
コ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
指
導
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
き
て
い
る
と
い
う
。

羽
柴
さ
ん
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
運
転
者
が

そ
の
気
に
な
ら
な
い
と
実
行
で
き
な
い
の
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
や
る
気
を
持
た
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

や
る
気
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
普
及
さ
せ
て
い
く
上
で
の
重
要
な
課
題

と
指
摘
す
る
。「
例
え
ば
、
実
際
に
自
分
で
運
転

し
て
み
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
そ
う
で
な
い
運
転
と

の
燃
費
の
数
値
の
差
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け

節
約
で
き
た
、
得
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
や
る
気
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
企
業
の
場
合
は
、
従
業
員
が
や
る
気
を
起

※アイドリングストップ＝駐停車時以外の（特に交差点での）アイドリングスト
ップは、以下の点に十分注意する必要があります。
●エアバッグ等の安全装置が機能しないので先頭車両付近ではアイドリングス
トップをしないでください　●坂道ではアイドリングストップをしないでくだ
さい　●アイドリングストップ中に何度かブレーキを踏むとブレーキが効きに
くくなります　●慣れないと誤操作や発進が遅れることがあります　●バッテ
リー上がりによりエンジンが再始動しない場合があります　●頻繁に行うと部
品寿命（スターター、バッテリー等）が短くなります　●方向指示器、ワイパ
ーが作動しない場合があります　●電子機器の始動に数秒かかります

※２フューエルカット＝一定以上のエンジン回転でアクセルから足を離すと燃料の供給が停止される機能。燃料を使わずに走行する距離が伸びるので、平均燃費は向上することになる。

Hondaの交通教育センターや、自動車教習所で企業ドライバーを
中心に展開されるエコドライブ教育

・見通しのよい道路を走行しています。

・交通量は少なく快調に運転しています。

・どのような危険に注意し、セーフティ・エコドライブしますか？

エコドライブのコツ!

鈴鹿サーキット交通教育センターでのセーフテ
ィ・エコドライブ研修。インストラクターのア
ドバイスを受けながら、どのような運転が燃費
向上に効果があるか受講者自身が考え、試して
いく尾久自動車学校で実施された「東京都エ

コドライブ教習会」の模様

尾久自動車学校
副管理者・講習部部長
羽柴和明さん

走る前にできること

止まる時にできること

走る時にできること

●eco-KYTの一例

閑散とした道路での出会い頭事故の危険
自
動
車
教
習
所
に
よ
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及

安
全
と
エ
コ
を

セ
ッ
ト
に
し
た
研
修

2
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★燃費向上のみを考えたら…
「アクセルを一定に保ちながら、直進する」

★安全を考えたら…
「交差点手前で減速し、左右の安全を確認する」
（イラストでは左のピラーのカゲにクルマが隠れているのがわかる）

q事前のルートチェックと道路交通情報の活用

走行距離の短いルートを選んだり、渋滞を回避するこ
とで燃料を節約

wタイヤの空気圧をこまめに点検

タイヤの空気圧が下がったままで走行すると、燃費が
悪化

e不要な荷物は積まずに走行

不要な荷物や空気抵抗の大きい装備は、燃費悪化の原因

rふんわりアクセル『ｅスタート』

アクセルはゆっくり踏み込む。AT車の場合は、クリ
ープ現象を利用

t暖機運転は適切に

最近のクルマは寒冷地などを除き、冬も暖機不要。エ
ンジンをかけたら、クルマは走りながら暖める

y加減速の少ない運転

車間を詰めたり、速度にムラがあると、加減速の機会
が多くなり、燃費が悪化

u早めのアクセルオフ

停止位置に合わせて、早めにアクセルから足を離し、
エンジンブレーキで減速

iエアコンの使用は控えめに

エアコンの使用は多くの燃料を消費。車内の冷やしす
ぎに注意

o駐車場所に注意

交通の妨げとなる駐車は、交通渋滞をもたらし、余分
な排出ガスをださせる原因

!0アイドリングストップ

待ち合わせや荷物の積み下ろしの駐停車時は、ア
※

イド
リングストップ



は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
２
０
１
５

年
度
燃
費
基
準
（
省

エ
ネ
法
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
て
い
る
新
し

い
燃
費
基
準
）
を
達

成
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
低
燃
費
運
転
を

支
援
す
る
エ
コ
ア
シ

ス
ト
機
能
に
お
客
様

は
興
味
を
示
さ
れ
て

い
ま
す
」。
こ
の
機

能
は
、
メ
ー
タ
ー
内

に
設
置
さ
れ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
に
燃
費
運
転

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
採
点
し
成
績
を
リ
ー
フ
（
葉
）

の
数
に
よ
り
表
示
（
右
上
図
参
照
）。
運
転
終
了

後
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
か
ら
停
止
ま
で
の
燃
費

運
転
の
採
点
結
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
累
計
結
果
で

あ
る
生
涯
成
績
を
表
示
す
る
。
さ
ら
に
、
燃
費
運

転
の
積
み
重
ね
で
リ
ー
フ
が
育
つ
た
め
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
そ
の
リ
ー
フ
を
成
長
さ
せ
る
楽
し
み
を
通

じ
て
、
よ
り
低
燃
費
な
運
転
を
習
得
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
と
し
て
い
る
。
倉
持
さ
ん
は
５
月
の
ド
ラ

イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
「
イ
ン
サ
イ
ト
」
の
試
乗

運
転
で
最
新
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

を
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
と
い
う
。

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉
中
・
春
日
部
中
央
店
の

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
購
入
者
第
１
号
で
あ
る
杉
山
勲

さ
ん
は
大
の
ク
ル
マ
好
き
。「『
イ
ン
サ
イ
ト
』
を

知
る
ま
で
は
、
ホ
ン
ダ
・
セ
イ
バ
ー
を
８
年
間
で

17
万
㎞
も
乗
る
ほ
ど
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る
人
は
環

境
に
配
慮
し
て
い
る
人
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
購

入
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、『
イ
ン
サ
イ
ト
』
が

発
売
さ
れ
、
す
ぐ
に
購
入
し
ま
し
た
」。
納
車
か

ら
１
ヵ
月
足
ら
ず
で
す
で
に
２
４
０
０
㎞
走
っ
た

だ
。「
平
均
燃
費
や
瞬
間
燃
費
の
表
示
を
確
認
し

な
が
ら
、
ア
ク
セ
ル
を
ふ
か
さ
ず
一
定
に
、
余
計

な
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
い
な
ど
、
自
然
と
燃
費
が

良
く
な
る
運
転
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ク
セ
ル
を
一
定
に
保
つ
と
、
車
間
距
離
も

自
然
と
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
意
識
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
的
に
安
全
運

転
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
は
誰
も
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ル
マ
だ
。

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
と

い
う
大
き
な
役
割
を
「
イ
ン
サ
イ
ト
」
は
担
っ
て

い
る
。

環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
四
輪
販
売
会
社
で

は
、
お
客
様
か
ら
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
に
つ
な

が
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
る
状
況
が
増
え
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ホ
ン
ダ
は
、
東
京
都
内
に

69
拠
点
を
も
つ
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
京
中
央
と
協
力

し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
販
売
会
社
の
ス
タ
ッ
フ

を
育
成
す
る
取
組
み
を
試
行
的
に
始
め
た
。
４
月

上
旬
、
各
店
舗
の
代
表
ス
タ
ッ
フ
約
１
２
０
名
を

対
象
に
し
た
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
指
導
者
研
修
」
が

計
６
回
実
施
さ
れ
た
。

研
修
で
は
、
ま
ず
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ア
ド
バ

イ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
。
運
転
操
作
や
走
る
前
の

エ
コ
対
策
と
い
っ
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
礎
知
識

か
ら
、
実
際
の
道
路
状
況
や
車
種
に
合
わ
せ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
学
ぶ
。
続
い
て
、
店
舗
周
辺
の
路
上

を
走
行
し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識
し
な
い
運
転

と
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
た
運
転
の
燃
費
を
比

較
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
体
験
を
実
施
。
周
り
の
交

通
状
況
を
よ
く
見
て
、
状
況
に
応
じ
て
無
理
な
く

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
安
全
運
転

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
受
講
者
同
士
で
共
有
す

る
。
最
後
に
、
体
験
で
気
づ
い
た
点
や
注
意
が
必

要
な
点
、
お
客
様
に
伝
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
る
。

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
京
中
央
・
取
締
役
営
業
本
部

本
部
長
の
津
久
井
正
純
さ
ん
は
、「
ホ
ン
ダ
は
、

『
イ
ン
サ
イ
ト
』
な
ど
環
境
に
良
い
ク
ル
マ
を
開

発
し
お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環

境
に
良
い
ク
ル
マ
を
、
さ
ら
に
燃
費
良
く
安
全
に

乗
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
客
様

に
お
伝
え
し
て
い
く
こ
と
が
、
販
売
会
社
の
役
目

と
考
え
ま
す
。
今
回
研
修
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
な
く
、
全
体
で
こ
の
知
識
を
共
有
し
、
お
客

様
に
自
然
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
販
売
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

こ
し
、
継
続
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能

や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
仕
組
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
」。今

後
は
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
積
極
的
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
教
習
所
に
求

め
ら
れ
る
。「
教
習
所
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
形

で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
意
識
づ
け
を
さ
せ

る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
」。
現
時
点
で
も
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
安
全
運

転
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
科
教
習
の
中
で
伝
え
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
は
実
技
で
も
、

エ
コ
と
安
全
に
か
ら
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
機
会
を

増
や
し
た
い
と
羽
柴
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

ク
ル
マ
を
購
入
し
た
お
客
様
へ
の
安
全
運
転
普

及
活
動
を
展
開
す
る
ホ
ン
ダ
の
四
輪
販
売
会
社
に

も
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
埼
玉
県
内
に
７
拠
点

を
も
つ
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉
中
は
そ
の
１
つ
。
同

社
で
は
、
５
年
前
か
ら
地
域
の
自
動
車
学
校
の
施

設
を
借
り
て
７
拠
点
合
同
の
お
客
様
向
け
ド
ラ
イ

バ
ー
ス
ク
ー
ル
を
春
と
秋
の
年
２
回
開
催
。
今
年

５
月
の
ス
ク
ー
ル
で
10
回
目
を
迎
え
る
。

同
社
取
締
役
サ
ー
ビ
ス
部
長
の
倉
持
豊
さ
ん

は
、「
昨
年
、
初
め
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
講
義
を

取
り
入
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。
実
技
終
了
後
か
ら

解
散
ま
で
の
20
分
間
を
利
用
し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
説
明
し
た
そ
う
だ
。
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
研
修

の
テ
キ
ス
ト
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
表
示
し
、
ク

イ
ズ
形
式
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
コ
ツ
を
伝
え
た
。

「
お
客
様
は
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、
エ
コ

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

倉
持
さ
ん
が
、「
お
客
様
の
エ
コ
へ
の
関
心
の

高
さ
」
を
改
め
て
確
認
し
た
の
は
、
ホ
ン
ダ
が
２

月
６
日
に
発
売
し
た
新
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
の
登
場
だ
。「
自
動
車
業
界
に
と

っ
て
厳
し
い
時
期
に
、
こ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
と

と
い
う
杉
山
さ
ん
、「
こ
の
間
、
ゴ
ル
フ
帰
り
の
下

り
坂
の
多
い
道
路
で
し
た
が
、
80
㎞
の
走
行
で
燃

費
は
リ
ッ
タ
ー
30
㎞
を
記
録
し
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
す
。

「
お
店
に
訪
れ
る
お
客
様
は
年
齢
層
に
関
係
な

く
、
燃
費
や
環
境
性
能
に
関
心
を
も
た
れ
て
い
て
、

燃
費
が
良
い
ク
ル
マ
が
当
た
り
前
と
い
う
よ
う
な

意
識
の
方
も
多
い
よ
う
で
す
」
と
、
エ
コ
へ
の
流

れ
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
は
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
神
奈

川
東
・
日
吉
店
店
長
の
田
村
正
さ
ん
。
お
客
様
が

「
イ
ン
サ
イ
ト
」
を
試
乗
さ
れ
た
時
に
は
、
や
は

り
燃
費
な
ど
の
表
示
に
ま
ず
興
味
を
も
つ
と
い

う
。「『
イ
ン
サ
イ
ト
』
は
前
回
走
行
時
の
燃
費
も

表
示
で
き
ま
す
の
で
、
試
乗
の
際
に
は
、
前
に
試

乗
さ
れ
た
お
客
様
の
燃
費
が
わ
か
り
、
自
分
の
運

転
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
か
ど
う
か
前
の
お
客
様
と
比

較
で
き
る
と
好
評
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
は
他
の

人
と
比
べ
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
の
だ
ろ
う
か
と
、

お
客
様
自
身
が
気
に
さ
れ
る
方
が
多
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」。

同
店
で
「
イ
ン
サ
イ
ト
」
を
購
入
し
た
池
野
雅
義

さ
ん
は
、
燃
費
な
ど
を
表
示
す
る
マ
ル
チ
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
お
気
に
入
り

Hondaは、「より豊かなモビリティ社会の実現への貢
献」をめざし約40年にわたって安全運転普及活動に取
り組んでいる。この春は「平成21年 春の全国交通安
全運動」と連動した『Honda セーフティキャンペーン』
を全国のHondaの四輪販売会社で5月10日まで実施し
ている。
セーフティキャンペーンでは、エコドライブと安全
運転のコツをわかりやすくお客様へお伝えするための
パンフレット『エコドライブ＆セーフティガイド』を
配布している。

Honda Cars 埼玉中
取締役・サービス部長
倉持豊さん

Honda Cars神奈川東
日吉店店長
田村正さん

Honda Cars東京中央
取締役営業本部本部長
津久井正純さん

Honda Cars埼玉中・春日部中央店でインサイ
トを購入した杉山さんご夫妻

Honda Cars神奈川東・日吉店で
インサイトを購入した池野雅義さん

マルチインフォメーション・
ディスプレイ

「エコドライブ指導者研修」では、実際に
路上を走行しお客様へのアドバイスポイ
ントを確認したHonda セーフティキャンペーンで

「エコドライブ＆セーフティガイド」を配布

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
心
を
持
つ

お
客
様
が
増
え
て
い
る

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

お
客
様
に
指
導
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
を
育
成

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
学
べ
る

「
イ
ン
サ
イ
ト
」

特集：エコドライブの普及活動 安全運転につながるエコドライブ

3
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

自転車で、青信号の自転車横断帯を渡ろうとしています
・歩行者・自転車用信号が青なので、あなたは自転車横断帯を通って交差点を渡るつもりです。

・右前方の交差点の中には、クルマが止まっていて、まだ動き出していません。

・携帯電話で話している歩行者は、こちらに向かってきます。

Q：あなたはどこに注意しますか？
イラストの中のその個所に丸印を書き込んでください。

▼

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラ
ー・A4版）」は下記SJホームページでご覧いた
だけます。またPDFファイルもダウンロード
（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用
はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ
さい。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736

q少人数のグループをつくります。

w「交通場面のイラスト」を見ながら、

意見を出し合います。

eその後、「解説※」を参考にして、どん

なことに気をつけて運転すればいいか

再び話し合ってください。

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/sj/

活用方法

今回のKYTの題材は、Hondaの高齢ドライバー
用プログラム「いつまでも元気に暮らすために
危険予測トレーニング30」から抜粋しています。
詳細については下記ホー
ムページ参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
kyt/senior-training/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感
受性を育てるための題材を提供します。今回は高齢者の方に、自転車運転中の危険を考えてもらうためのKYTです。
自転車利用者を対象にしたグループ教育の学習の中で活用してください。

第●回8 信号機のある交差点を渡る（自転車）

○本田技研工業（株）C

制限時間　

1分

教材

4

●教材作成の目的
本教材は、香川県交通安全教育推進会議※

（以下、推進会議）の平成19年度推進テーマ「自

転車利用者の安全教育」に基づき作成された。

推進会議では、各年度の推進テーマに応じた独

自の教材を作成している。
※香川県交通安全教育推進会議＝香川県警察をはじめ香川県内で
交通安全教育に関係する機関・団体、学識経験者等で構成される

●教材の特徴
「知っておこう自転車のルール」は、自転車を

利用する方を対象に、自転車の正しいルールな

どを紹介する動画教材（CD－ROM）。「自転車

安全利用五則」に沿った自転車の正しいルール

等を紹介している。自転車運転に関する基礎的

File.1 動画教材 知っておこう自転車のルール
企画・制作：香川県警察本部交通部　　発行：2008年5月

知識のほか、自転車の交通ルールに関する○×

問題、自転車の迷惑行為による交通事故事例、

および交通事故を起こした場合の措置、責任な

どが紹介されている。また、この教材には、安全

に自転車を乗るために役立つ足腰を鍛える運動

や、体の柔軟性を高める体操なども含まれてお

り、小学生から高齢者まで幅広い年齢層の方に

学習していただけるようなプログラムになってい

る。

平成１９年中、自転車乗用中の負傷者数が最も多い
年代はどれ？

①信号無視 ②前方不注意

③一時不停止 ④安全不確認

※第1当事者＝交通事故の当事者のうち、過失が最も重い者又は過失が
同程度の場合は、被害が最も軽い者。
第2当事者＝過失がより軽いか、過失が同程度の場合は、被害がより
大きい方の当事者。

①7～12歳 ②16～19歳 ③20～24歳 ④75歳以上

①右　　②左

このコーナーでは、全国各地の自治体や警察、企業・団体などが
制作した交通安全教育教材をご紹介します。？SJクイズ

1Q

平成２０年中、事故にあった自転車利用者（第１・２当
事者※）の違反で最も多いのはどれ？

2Q

歩道上で他の自転車と行

き違う時は、対向する自

転車を左右のどちらに見

ながら避ければいいでし

ょう？

3Q

詳しくは下記ホームページ参照
http://www.pref.kagawa.jp/police/
suishinkaigi/kyouiku/shiryou/index.htm

※「解答」は7面下、「解説」は下記SJホームページでご覧いただけます。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

推奨動作環境
Windows

Macintosh

OS Windows98/Me/2000/XP（日本語版）

CPU Intel Pentiun Ⅲ　650ＭＨz以上

メモリ 実装256MB以上

CD-ROM 24倍速以上

OS MacOS 9i以上　MacOS X

CPU PowerPC G4 以上

メモリ 実装256MB以上

CD-ROM 24倍速以上

この「知っておこう自転車のルール」はフリーソフトウェアです。転載･配付は自由です。
ただし、著作権は香川県警察本部交通部が有しております。

②

相手

①

自分
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●観察場所／東京都葛飾区青戸8丁目付近
●観察日／３月１８日（水曜日）
●天候／晴れ
●観察時間／１５：３０～１６：３０
●観察者／５名

小学生以下

中学生・高校生

成　人

高齢者

小　計

左右確認した

1（3.7％） 26（96.3％）

71（89.9％） 7（8.8％）

9（2.0％）

2（5.3％）

18（3.0％）

397（89.4％）

32（84.2％）

526（89.5％）

0 27

79

444

38

588

1（1.3％）

38（8.6％）

4（10.5％）

44（7.5％）

左右確認しない 信号無視 小計

混合交通を観察する
●series─230 信号機のある交差点を横断する自転車利用者の左右確認状況を観察する

自転車利用者588人中、左右の安全確認を行って
から横断した人は何人でしょうか？

信号機のある交差点でも事故はおきています
平成18年中の自転車が関連する交通事故のうち、交差

点内の事故が59.7％を占めており、特に信号機のない交差

点での事故が全体の46.0％となっている。

しかし、信号機のある交差点での事故も13.7％に及び、

注意が必要だ。 （（財）交通事故総合分析センター資料）

交差点における他の車両等との関係等
（法36条第4項抜粋）

自転車は、交差点に入ろうとする場合、および
交差点を通行するときは、「交差道路を通行す
る車両等」「反対方向からくる右折車両等」「横
断歩行者」に特に注意し、かつ、できる限り安
全な速度と方法で進行しなければならない。

●１時間の観察でこの交差点を横断した自転車利用者は計588人。そのうち、左右確認を行ったのは44人

（7.5%）だった。信号無視も18人（3.0%）いた。

●自転車利用者の多くは、歩行者・自転車専用信号機（以下、信号）が青になったことのみを確認し、安

全確認はせずに横断していた。

●信号待ちの間に携帯電話の画面や友達との会話に夢中になり、信号が青になっても、自分で信号や安全

の確認をせず、周囲の人の動きにつられて横断を開始する人も見られた。

●信号待ちをせずに横断できる状況の時は、一時停止をせずに、交差点の内側のみを確認して横断を開始

した例が目立った。中には、信号が赤に変わる直前でスピードを上げて安全確認をせず横断する自転車

利用者もいた。

●右折しようとしたクルマが、単独で遅れてきた自転車に気づかずに横断歩道にさしかかり、自転車利用

者側が急停止した例もあった。

●横断の際、自転車利用者の多くは、向かい側からくる

歩行者や自転車に特に注意を払っているようで、右左

折しようとするクルマに対しては、頭を動かさなくて

も見える範囲のみ注意し、積極的に左右確認は行って

いなかった。また、接近するクルマのドライバーの顔

を見るなど、アイコンタクトを行う例はあまり見られ

なかった。

Q1の解答：44人(7.5%)

実際の観察から

Q1

右折するクルマと接触しそうになる
自転車を目撃！！ 事故を防ぐには、
どうすればよいでしょうか？

Q2

信号無視18人（3.0％）
左右確認した

44人（7.5％）

▲ 

5

●信号機のある交差点を横断する自転車利用者の左右確認状況（588人中）

信号無視をする自転車も観察された

道路交通法

こんな事故が
起きています

○本田技研工業（株）C

ある晴れた日の午後、気になる実際の交通状況を観察しました。

解答・解説▼

←上
野方
面 

松戸方面→ 

水戸街道 

葛
西
方
面
↓

↑
加
平
方
面 

左右確認しない

526人（89.5％）

★SJホームページにて本紙にはない「観察こぼれ話」がご覧いただけます。 ホンダ　SJ 検索

［解説］
ドライバーは、早く右左折したいと慌ててしまいがち。また、歩行者や自転車利

用者側も信号の変わり際などに慌てて横断したり、クルマの死角に知らずに入り

込むことが考えられる。特に、

スピードが速い自転車はクルマ

に見落とされやすいので注意が

必要だ。

Q2の解答：
自転車利用者もドライバーも安全確認を
しっかりと行うことが大切

●自転車利用者は、安全な速度で走行し、右左折して接近するクル
マのドライバーに認識されているか確認して横断する。

●ドライバーは、急に自転車や歩行者が飛び出してくるかもしれな
いと意識して安全を確認する。
また、ピラー（窓枠）の死角に歩行者や自転車が隠れてしまうこ
とがあるので、確認する時は顔を動かす。

横断時には右左折するクルマが接近する

子どもの自転車利用者は他の年齢層と比べ違反のある割合が高い
●自転車利用者（第1・2当事者）の法令違反別・年齢層別死傷者数（平成20年中　警察庁資料）

ここが
ポイント

ワンポイントDATA

15歳以下

16～24歳

25～64歳

65歳以上

違反あり

違反なし
67.6％ 32.4％

62.4％ 37.6％

66.9％ 33.1％

0 20 40 60 80 100（％）

74.4％ 25.6％



地域のチカラ ●京都府の交通安全活動

は
「
当
校
で
は
私
を
含
め
て
教
習
指
導
員
６
名
が

推
進
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

資
格
を
持
つ
こ
と
で
、
従
来
は
で
き
な
か
っ
た
活

動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
。

ま
た
、
推
進
員
に
よ
る
街
頭
指
導
も
随
時
実
施

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
秋
に
は
京
都
市
内

の
大
学
周
辺
で
夕
方
、
推
進
員
と
大
学
職
員
が
協

力
し
て
無
灯
火
や
右
側
通
行
を
行
っ
て
い
る
大
学

生
に
正
し
い
ル
ー
ル
の
啓
発
が
行
わ
れ
た
。

自
転
車
条
例
で
は
自
転
車
同
乗
幼
児
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
条
例
施
行
１
ヵ

月
後
の
平
成
20
年
５
月
に
府
内
30
ヵ
所
で
行
っ
た

着
用
調
査
で
は
着
用
率
75
％
（
９
５
８
人
中
７
１

８
人
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
同
年
２
月
の
調

査
で
は
23
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
施
行
の
効

果
が
大
き
い
と
言
え
る
。
京
都
府
で
は
ヘ
ル
メ
ッ

転
車
対
歩
行
者
の
事
故
は
平
成
９
〜
19
年
の
10
年

間
で
３
倍
に
な
っ
た
と
い
う
。「
府
民
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
歩
行
者
の
約
８
割
が
『
自

転
車
が
怖
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
』
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
府
内
に
お
け
る
自
転
車
事
故
の
増
加
、

自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
悪
化
へ
の
対
策
と
し
て
、

自
転
車
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」。

今
回
の
条
例
に
お
け
る
新
た
な
施
策
の
１
つ

が
、
自
転
車
安
全
利
用
推
進
員
（
以
下
、
推
進
員
）

で
あ
る
。
推
進
員
は
子
ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
と
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京
都
府
は
平
成
19
年
10
月
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
は
初
と
な
る
「
京
都
府
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
以
下
、
自
転
車
条
例
）」

を
公
布
・
施
行
し
た
。
こ
の
条
例
は
自
転
車
に
関

す
る
事
故
の
防
止
、
自
転
車
の
秩
序
あ
る
利
用
の

推
進
及
び
自
転
車
を
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き

る
環
境
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

条
例
の
運
用
に
あ
た
り
、
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
京
都
府
府
民
生
活
部
安
心
・
安
全

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
あ
る
。
同
課
主
査
（
現

京
都
府
警
察
本
部
交
通
企
画
課
）
の
西
村
智
さ
ん

は
、「
京
都
府
は
自
転
車
の
保
有
率
は
１
・
５
人
に

１
台
と
全
国
的
に
も
高
い
水
準
で
す
。
府
の
人
口

の
約
半
分
を
占
め
る
京
都
市
内
に
は
約
15
万
人

（
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
と
ほ
ぼ
同
数
）
の
大
学

生
が
暮
ら
し
て
お
り
、
自
転
車
を
利
用
す
る
若
者

層
が
多
い
の
も
特
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、『
京※

都

議
定
書
』
誕
生
の
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
府
民

の
環
境
意
識
も
高
く
、
そ
れ
が
自
転
車
の
利
用
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
自
転
車
の

利
用
実
態
を
説
明
す
る
。

こ
う
し
た
自
転
車
保
有
台
数
の
増
加
に
伴
い
、

平
成
９
年
以
降
、
自
転
車
事
故
が
増
え
、
特
に
自

6

行
政
と
関
係
団
体
、事
業
者
や
府
民
が
互
い
に

協
力
し
合
い
、自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
を
め
ざ
す

※京都議定書＝平成９年に京都で開催された地球温暖化防止京都会議において、６種類の温室効果ガスの先進国の排出削減について
法的拘束力のある数値目標などを定めた文書。

「自転車運転免許証の交付を伴う自転車
教室」や小学生対象の自転車教室で活
躍する推進員

地域によっては推進員が親子を
対象に指導するケースもある

昨年行われた京都府自転車安全利用推進員委嘱式

幼児用ヘルメットのモニターは「京のヘルメットひろめ隊」
として任命される

し
た
自
転
車
教
室
で
の
指
導
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
年
齢
制
限
は
な
く
、
府
が
行
う
講
習
を

受
講
す
れ
ば
、
誰
で
も
推
進
員
に
な
る
こ
と
が
可

能
だ
（
自
転
車
安
全
整
備
士
、
教
習
指
導
員
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
資
格
を

保
有
し
て
い
れ
ば
講
習
を
受
講
す
る
必
要
は
な

い
）。
平
成
21
年
３
月
末
現
在
、
推
進
員
に
委
嘱
さ

れ
て
い
る
の
は
８
３
１
人
。
教
習
指
導
員
約
２
５

０
人
を
中
心
に
自
転
車
小
売
業
者
や
地
域
の
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
多
い
と
い
う
。
講

習
を
受
け
て
、
推
進
員
と
な
っ
た
中
学
生
・
高
校

生
も
38
人
い
る
。

京
都
府
で
は
、
小
学
４
年
生
以
上
の
児
童
を
対

象
に
「
自
転
車
運
転
免
許
証
の
交
付
を
伴
う
自
転

車
教
室
」
を
推
進
し
て
い
る
。
自
転
車
の
安
全
運

転
講
習
と
学
科
・
実
技
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、

自
転
車
運
転
免
許
証
を
児
童
に
交
付
す
る
と
い
う

取
組
み
だ
。「
自
転
車
教
室
は
、
京
都
府
警
察
本
部

が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
警
察
官
だ
け
で
は
開
催

数
が
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
小
学
校
で
の
自

転
車
教
室
に
近
隣
に
住
ん
で
い
る
推
進
員
を
派
遣

す
る
こ
と
で
人
員
を
強
化
し
、
開
催
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
中
は
自
転
車
運

転
免
許
証
の
交
付
数
が
前
年
の
３
倍

に
な
り
ま
し
た
」
と
西
村
さ
ん
は
推

進
員
委
嘱
の
効
果
を
語
る
。「
今
後
は

推
進
員
だ
け
に
よ
る
開
催
を
増
や
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
児
童
に
自
転
車

運
転
免
許
証
を
交
付
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」。

推
進
員
の
活
動
は
「
自
転
車
運
転

免
許
証
の
交
付
を
伴
う
自
転
車
教
室
」

が
主
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
取

組
み
も
あ
る
。
例
え
ば
、
宝
池
城
南

自
動
車
教
習
所
（
木
津
川
市
）
の
教

習
指
導
員
は
中
学
校
で
の
自
転
車
教

室
に
協
力
し
た
。
推
進
員
と
し
て
参

加
し
た
同
教
習
所
の
西
山
文
哉
さ
ん

ト
着
用
の
義
務
化
を
周
知
す
る
た
め
に
、
平
成
19

年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
20
年
４
月
に
か
け
て
、

幼
稚
園
や
保
育
所
、
市
町
村
で
行
っ
て
い
る
乳
幼

児
健
診
を
中
心
に
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
活
動
を
展

開
し
た
。
さ
ら
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布

す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
（
平
成
19
年
度
１
５
０
０

人
・
平
成
20
年
度
３
０
０
０
人
）
し
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
定
員
に
達
し
た
そ
う
だ
。「
モ
ニ
タ
ー
に
よ

る
口
コ
ミ
で
幼
児
の
い
る
家
庭
に
周
知
し
て
い
く

こ
と
が
ね
ら
い
で
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
平
成
19
年
度
）
で
は
、『
子
ど
も
に
着

用
さ
せ
て
み
て
、
安
心
感
（
効
果
）
を
感
じ
る
』

と
回
答
し
た
方
は
86
％
。『
自
転
車
の
安
全
運
転
を

さ
ら
に
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
方
も

61
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
西
村
さ
ん
は
話

す
。
ま
た
、
京
都
府
で
は
生
活
保
護
の
受
給
世
帯

で
幼
児
が
い
る
世
帯
に
は
保
護
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
無
償
で
配
布
し
て
い
る
。

京
都
府
は
、
平
成
20
年
４
月
に
策
定
し
た
「
自

転
車
安
全
利
用
促
進
計
画
」
に
お
い
て
、「
平
成
22

年
ま
で
に
年
間
の
自
転
車
事
故
発
生
件
数
を
３
０

０
０
件
以
下
と
す
る
」
目
標
を
掲
げ
た
（
平
成
20

年
中：

３
３
６
３
件
）。
さ
ら
に
、
対
策
ご
と
の
目

標
も
設
定
し
て
い
る
。

平
成
22
年
ま
で
の
主
な
目
標

・
自
転
車
運
転
免
許
証
を
１
万
５
０
０
０
人
の

小
学
生
に
交
付

・
自
転
車
安
全
利
用
推
進
員
を
１
０
０
０
人
に

委
嘱

・
自
転
車
同
乗
幼
児
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
80
％

自
転
車
は
日
常
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増
進
に
も
役

立
つ
。
京
都
府
で
は
こ
う
し
た
長
所
を
ふ
ま
え
、

自
転
車
利
用
は
促
進
さ
れ
る
べ
き
と
の
観
点
か
ら

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

自
転
車
条
例
制
定
の
背
景

教
育
の
中
核
を
担
う

自
転
車
安
全
利
用
推
進
員

自
転
車
運
転
免
許
証
の

交
付
数
が
3
倍
に

条
例
施
行
後
、
幼
児
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
７５
％
に

自
転
車
利
用
を
促
進
す
る

観
点
で
施
策
を
推
進

w自転車交通安全教育等の努力義務
府、学校長、事業者等は自転車交通安全教育の実施に努
める。

e自転車安全利用推進員
自転車の安全利用に関する教育や広報啓発活動を行う
ボランティアを自転車安全利用推進員として、府知事
が委嘱。

r自転車同乗幼児のヘルメット着用義務化
（平成20年4月より施行）

自転車利用者（運転者）に対して、幼児（6歳未満）
を同乗させる時は幼児にヘルメットの着用を義務づけ。
義務違反者に対する罰則はないが、違反者は警察官等
に注意を受けることがある。

自転車条例の特徴

府
安全利用に関する
総合的・計画的な
施策の策定

自転車利用者

安全利用、点検整備、
保険加入

自転車小売業者

安全利用情報の
説明、交通安全団体
等への協力

府民

安全利用の促進と
施策への協力

交通安全団体

地域における安全
利用の取組みの

推進

q関係主体の責務と役割の明確化



ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

私
の
し
ご
と
館
・
事
務
局
長
補
佐
の
佐
々
木
洋
一

さ
ん
は
、「
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
当
館
来
場
者
の

多
く
は
お
子
様
で
す
。
お
子
様
が
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
の
情
報
を
新
学
期
が
始
ま
る
前
に
提
供
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
動
画
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
お
子
様
に
も
わ
か
り
す
い
と
好
評
で

す
。
親
子
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
評
価
す
る
。

み
ま
し
た
」
と
話
す
。

木
實
淳
治
さ
ん
・
千
恵
さ
ん
夫
妻
は
三
人
の
お
子

さ
ん
と
参
加
。「
上
の
子
ど
も
が
４
月
か
ら
小
学
校

へ
通
学
す
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
飛
び
出
し
の
実
験

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」（
淳
治
さ
ん
）、

「
子
ど
も
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
っ
た
だ

け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
も
安
全
運
転
の
大

切
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
」（
千
恵
さ
ん
）
と
感

想
を
語
っ
た
。

今
後
、
蓬
原
工
業
団
地
工
業
会
は
、
工
業
団
地
だ

け
で
な
く
、
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
合
志
市
内

の
他
地
域
に
も
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
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現
場
訪
問

TOPICS
３
月
21
日
、「
第
１
回
蓬
原
地
区
親
子
交
通
安
全

教
室
」（
主
催：

蓬
原
工
業
団
地
工
業
会
）
が
（
株
）

ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
熊
本
事
業
所
（
熊
本
県
合

志
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
蓬
原
工
業
団
地
工
業
会
は

合
志
技
研
工
業
（
株
）、（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
、（
株
）
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、（
株
）
中
井
商

店
、
九
州
精
鍛
（
株
）
で
構
成
。
こ
の
交
通
安
全
教

室
は
各
社
に
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
の
家
族
お
よ
び

周
辺
に
住
む
親
子
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

１
４
０
名
の
親
子
が
参
加
し
た
。

合
志
技
研
工
業
（
株
）
と
（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
は
昨
年
、
そ
れ
ぞ
れ
従
業
員
２
名
を
安
全

運
転
指
導
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
た
ホ
ン
ダ
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
以
下
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
と
し
て
養
成
。
交
通
安
全
教
室

は
こ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
４
名
が
講
師
役
と
な
っ

て
進
め
ら
れ
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
合
志
技
研
工
業（
株
）

の
西
村
浩
さ
ん
は
交
通
安
全
教
室
の
開
催
の
背
景
を

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
周
辺
地
域
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
工
業
団
地
の
企
業
全
体
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
団
地
内
の
他
企
業
に
協

力
を
呼
び
か
け
、
合
同
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の

で
す
」。

交
通
安
全
教
室
の
最
初
は
人
形
を
使
っ
て
飛
び
出

し
事
故
を
再
現
。
40
km
／
ｈ
で
走
る
ク
ル
マ
の
前
方

に
人
形
が
壁
の
カ
ゲ
か
ら
飛
び
出
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
人
形
を
発
見
し
て
か
ら
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
が

間
に
合
わ
ず
、
人
形
と
衝
突
し
て
し
ま
う
。「
ク
ル

マ
は
急
に
止
ま
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
実
験
で
あ
る
。
こ
の
他
、
自
転
車
が

左
折
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
事
故

を
再
現
。
ま
た
、
親
が
ク
ル
マ
の
運
転
席
に
座
り
、

子
ど
も
に
ク
ル
マ
の
周
囲
に
立
っ
て
も
ら
い
、
運
転

席
か
ら
見
え
な
い
範
囲
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
示
す

実
験
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
一
人
、（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
藤
本
房
利
さ
ん
は
「
不
用
意
に
道

路
に
飛
び
出
す
こ
と
が
、
い
か
に
危
険
か
、
子
ど
も

た
ち
の
目
と
耳
に
訴
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
取
り
組

●
第
１
回
蓬ふ

つ

原は
ら

地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

工
業
団
地
の
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

親
子
へ
の
交
通
安
全
啓
発
活
動

●
私
の
し
ご
と
館
・
イ
ベ
ン
ト
「
危
険
予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

動
画
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
危
険
予
測
能
力
を
高
め
る

３
月
20
〜
22
日
の
３
日
間
、
私※
１

の
し
ご
と
館
（
京

都
府
相
楽
郡
精
華
町
）
で
イ
ベ
ン
ト
「
危
険
予
測
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
〜
交
通
安
全
の
た
め
に
〜
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た
動※
２

画
Ｋ
Ｙ
Ｔ

を
使
っ
て
参
加
者
自
身
に
危
険
予
測
能
力
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
い
、
日
頃
の
交
通
安
全
に
活
か
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。対
象
は
小
学
１
年
生
以
上
で
、

参
加
者
は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
中
心
で
あ
っ

た
。
講
師
は
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

の
橋
田
克
己
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
務
め
た
。

ま
ず
、
橋
田
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
危
険
予
測

と
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
危
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
予
測
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
危

険
予
測
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
日
は
で
き
る
だ
け
早
く
危
険
に
気
づ
く
力
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
講
習

の
主
旨
を
説
明
。「
小
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
ま
だ

ク
ル
マ
を
運
転
し
な
い
の
で
、
助
手
席
に
乗
っ
て
い

る
気
持
ち
で
ご
覧
く
だ
さ
い
」。

動
画
Ｋ
Ｙ
Ｔ
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
点
で
の
運
転

状
況
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
動

画
で
再
現
、
途
中
に
は
事
故
に
至
る
場
面
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
交
差
点
の
右
左
折
、
駐
車
車
両
脇
の
通

過
な
ど
、
様
々
な
交
通
場
面
を
見
な
が
ら
、
危
険
に

気
づ
い
た
時
点
で
参
加
者
に
手
元
の
ボ
タ
ン
を
押
し

て
も
ら
う
。
ボ
タ
ン
を
押
し
た
子
ど
も
や
保
護
者
は

危
険
と
感
じ
た
理
由
を
発
表
し
て
い
く
。
最
後
に
橋

田
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
各
場
面
で
の
危
険
予
測
の

※1 私のしごと館＝若い人たちが早い時期から職業に親しみ、自らの職業生活を設計し、将来にわたって充実した職業生活を過ごすことができるよ
う、様々な職業に関する体験の機会や情報を提供する施設。

※2 動画ＫＹＴ＝実際に起こりうる危険場面をコンピュータグラフィックスによる動画で再現。どの場面でどういう危険を感じたか、危険を招かな
いためにはどうすればよいかなどを指導者と一緒に振り返り、危険予測トレーニング（ＫＹＴ）を行う。

★

人形を使った飛び出し事故の再現。ド
ライバーがブレーキをかけてからクル
マが止まるまでに距離がかかること
を、インストラクターが解説

ドライバーの視点での運転状況を見なが
ら、参加者は危険に気づいた時点で手元
のボタンを押す

交差点では左折しようとするクルマ
のそばには近づかないようインスト
ラクターがアドバイス

大津警察署の協力により、パトカー
の試乗なども行われた

合志技研工業（株）と（株）ホンダロジスティクスのインストラクターたちが
子どもにもわかりやすく指導

●
東
京
明
販
（
株
）育

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

で
新
入
社
員
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
私
が
明
治
乳
業
（
株
）
で
安
全
運
転
管
理

を
担
当
し
て
い
た
時
に
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で

参
加
体
験
型
の
研
修
に
よ
っ
て
、
社
員
の
事
故

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

若
者
は
座
学
や
講
話
だ
け
で
す
と
、
そ
の
場
で

は
理
解
し
て
く
れ
て
も
、
そ
の
後
の
行
動
に
結

び
つ
き
に
く
い
よ
う
で
す
。
自
分
の
身
体
を
動

か
し
て
学
べ
る

参
加
体
験
型
の

研
修
は
効
果
が

あ
り
ま
し
た
」。

ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
事
故
実
態
か
ら
、
研
修
の
中
で
は
狭
い

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
想
定
し
た
車
庫
入
れ
や
縦
列

駐
車
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間
を
多
め
に
取
っ

た
そ
う
だ
。

「
参
加
し
た
新
入
社
員
は
、
練
習
し
た
お
か

げ
で
後
退
時
の
車
両
感
覚
が
身
に
つ
き
、
運
転

に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
て
い

ま
す
。
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
私
た
ち
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
点
も
、

レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

と
関
根
さ
ん
は
言
う
。

「
最
近
は
入
社
直
前
で
の
運
転
免

許
取
得
や
、
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
て
も
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
参
加
体
験
型
の

研
修
は
新
入
社
員
の
経
験
不
足
を

補
う
意
味
で
も
重
要
で
す
」。

東
京
明
販
（
株
）
は
明
治
乳
業
グ
ル
ー

プ
の
会
社
で
、
関
東
・
甲
信
越
地
域
に
お

い
て
牛
乳
・
乳
製
品
を
中
心
に
扱
う
食
品

専
門
卸
売
の
企
業
で
あ
る
。
同
社
で
は
昨

年
か
ら
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ

ー
埼
玉
（
以
下
、
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
）
で

新
入
社
員
を
対
象
に
し
た
安
全
運
転
研
修

を
開
始
。今
年
は
４
月
６
日
に
開
催
し
た
。

こ
の
安
全
運
転
研
修
を
企
画
し
た
東
京
明
販

（
株
）
専
務
取
締
役
の
関
根
信
敏
さ
ん
は
、
明
治

乳
業
（
株
）
で
長
年
に
わ
た
り
安
全
運
転
管
理

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
私
が
赴
任
し
た
３
年
前
ま
で
、
安
全
運
転

研
修
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
報
告
書
は
提
出
さ
れ

る
も
の
の
、
そ
れ
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
報
告
書
を
分
析
し
、
社

員
の
事
故
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
」
と
関
根
さ
ん
は
振
り
返
る
。

そ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
自
社
や
取
引
先

の
駐
車
場
で
停
ま
っ
て
い
る
ク
ル
マ
等
に
接
触

す
る
事
故
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
関
根

さ
ん
は
社
員
へ
の
自
社
に
合
っ
た
安
全
運
転
教

参
加
体
験
型
の
安
全
運
転
研
修
に
よ
っ
て

新
入
社
員
の
経
験
不
足
を
補
い
、

事
故
防
止
に
つ
な
げ
る

車庫入れや縦列駐車のコツをインストラクター
から聞き、繰り返し練習する東京明販（株）の
新入社員

安全運転研修では、すべりやすい路面
でのABS（アンチロック・ブレーキ・
システム）体験なども行われた

運行前点検は事故防止のために重要で
あることを学ぶ

東京明販（株）専務
取締役・関根信敏さん

（SJクイズの解答：Q1②、Q2④、Q3①）
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教育
最前線

高齢ドライバー自らが運転の問題点に気づき、
話し合いながら解決策を見つけるプログラム

連載 11

●京都府警察本部・いきいき運転講座

●
千
葉
県
立
船
橋
東
高
等
学
校
　
教
諭

南
部
健
さ
ん

運
転
免
許
を
持
た
な
い
高
校
生
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

心
理
状
態
を
知
ら
ず
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
S
J
３
月

号
の
特
集
「
私
が
実
践
し
て
い
る
交
通
安
全
」
に
は
、

ど
ん
な
場
面
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
て
運
転
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
声
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
ド
ラ
イ
バ
ー
側
の
目
線
や
考

え
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
紙
面
の
一
部
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
J
は
交
通
安
全
の
情
報
を
得
る
媒
体
と
し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
高
校
生
向
け
の
教
材
『
セ
ー
フ

テ
ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
時
に
は
、

そ
の
紙
面
を
読
ん
で
該
当
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
集
会
や
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
指
導
す
る
際
の
ネ
タ
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ア
イ
で
高
校
生
の
違
反

の
現
状
が
わ
か
る
観
察
や
、
ど
う
い
う
手
立
て
を
す
る

と
交
通
環
境
が
改
善
さ
れ
た
か
な
ど
の
好
事
例
を
積
極

的
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
青
森
東
　
本
社

市
川
清
一
さ
ん

Ｓ
Ｊ
３
月
号
で
青
森
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
安
全
教

室
の
記
事
を
読
み
、
高
校
生
に
対
し
て
安
全
を
伝
え
る

活
動
は
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

当
社
で
は
、
４
月
22
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
協
力
を
得
て

中
学
校
と
高
校
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
体
験

出
張
安
全
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ク
ル

マ
の
制
動
距
離
の
実
験
な
ど
も
行
い
、
ク
ル
マ
の
特
性

を
伝
え
て
、
交
通
安
全
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

日
頃
、
販
売
店
で
は
、
来
店
し
た
お
客
様
に
安
全
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
冬
道
の
時
は

ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
早
め
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
下
さ

い
な
ど
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
や
地
域
の
人

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
参
考
に
な
る
の
で
、
S
J
に
は
指

導
の
様
子
が
わ
か
る
具
体
的
な
記
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

ご愛読者のみなさまへ
SJに対するご意見・ご感想をお寄せください！
SJ編集部では今後の紙面づくりの参考にさせ
ていただくため、みなさまのご意見･ご感想･
ご要望を下記メールアドレスにてお待ちして
おります。

sj-mail@ast-creative.co.jp

読
者

の
声

8本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。

動
を
展
開
し
て
い
る
。
京
都
府

警
交
通
企
画
課
交
通
安
全
教
育

係
長
の
安
田
佐
智
子
さ
ん
は

「
京
都
府
警
で
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、

各
地
域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
地※

域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
）
に
交
通
安
全
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
活
動
の
背
景
を

語
る
。

３
月
27
日
に
は
、
伏
見
警
察

署
（
京
都
市
伏
見
区
）
で
「
い
き

い
き
運
転
講
座
」
が
開
か
れ
た
。

最
初
は
「
交
通
脳
ト
レ
」。
脳
機
能
を
高
め

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
、
交
通
安

全
教
育
の
学
習
効
果
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。
冊
子
「
交
通
脳
ト
レ
３
ヵ
月
」
か
ら

選
ん
だ
「
ま
ち
が
い
探
し
」
な
ど
の
問
題
が

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
配
布
さ
れ
、
参
加
者

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
は
、（
社
）
日
本
自

動
車
工
業
会
が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
開

発
し
た
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
そ
の
特
徴
の
１
つ
は
、
講
座
に
参
加
す

る
高
齢
者
が
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
っ
て
、
自
分

た
ち
の
力
で
進
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

京
都
府
警
察
本
部
（
以
下
、
京
都
府
警
）

で
は
、
こ
の
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
を
昨

年
９
月
よ
り
、
府
内
の
各
警
察
署
で
普
及
活

は
問
題
を
解
く
。

次
は
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
の
１

つ
「
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る
」。
あ
る
交

通
場
面
に
お
け
る
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

を
ビ
デ
オ
で
見
て
も
ら
う
。
参
加
者
は
ビ
デ

オ
を
見
る
前
後
に
、
そ
の
交
通
場
面
で
自
分

だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
運
転
を
す
る
か
、

自
己
評
価
（
１
０
０
点
満
点
で
採
点
）
を
行

う
。
他
人
の
運
転
を
見
て
、
参
加
者
に
自
己

評
価
技
能
（
自
分
の
姿
を
正
し
く
評
価
す
る

能
力
）
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
あ
る
。

「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
の
交
通
安
全
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
参
加
者
が
意
見
を
発
表
し

た
り
、
そ
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
形
で
進
行

す
る
。
高
齢
者
同
士
で
話
し
合
い
、
そ
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
き
、
参
加
者
自

身
に
答
え
を
導
き
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね

ら
い
で
あ
る
。

京
都
府
警
の
安
田
さ
ん
は
「
参
加
し
た

方
々
が
意
見
を
発
表
し
な
が
ら
進
行
す
る
と

い
う
講
習
は
、
参
加
者
自
身
の
理
解
を
深
め

る
教
育
手
法
と
し
て
、
た
い
へ
ん
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、『
交
通
脳
ト
レ
』
は
講

習
へ
の
集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
他

の
講
習
の
導
入
に
も
応
用
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
」
と
評
価
す
る
。

京
都
府
警
で
は
「
い
き
い
き
運
転
講
座
」

を
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に
、
７
警
察
署
で

17
回
実
施
し
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
む
５

８
４
人
が
参
加
し
た
。
安
田
さ
ん
は
「
平
成

21
年
度
は
府
内
26
警
察
署
す
べ
て
で
実
施
す

る
こ
と
が
目
標
」
と
語
る
。

話
し
合
い
を
通
じ
て

交
通
安
全
力
を
高
め
る

ポ
イ
ン
ト
○3

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を

見
て
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る

ポ
イ
ン
ト
○2

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
の
新
た
な
手
法

「交通脳トレ」には、危険
を予知する時に働く脳を活性
化さるための「まちがい探し」
や、脳全体を活性化させる
「計算問題」などの課題が用
意されている。この日は「ま
ちがい探し」に挑戦。

1
「いきいき運転講座」の内容（一例）

あいさつ

2交通脳トレ

3自分の運転を振り返る

講座の目的を参加者に理解
してもらう。また、必要があ
れば、参加者同士で自己紹介
を行う。「いきいき運転講座」
のリーダー用教材には、あい
さつから説明にいたるまでの
台本が入っているため、初め
ての方でも安心して講座の進
行ができる。

※
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
＝
道
路
交

通
法
に
基
づ
き
、
京
都
府
公
安
委
員
会

か
ら
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

この日のテーマは
「信号機のない交差
点の通過（四輪車）」。
ビデオでは、「止ま
れ」の標識がある交
差点を通過するクル
マの様子が映し出さ
れる。15台のクルマ
が通過するが、停止
線の手前で一時停止
して安全確認していると思われるクルマは
１台もいない。

その後、リーダー役は「止まらな
いと、どんな危険がありますか？」
など、質問していく。
これに対し、参加者は「車道の手
前にある歩道から、歩行者や自転車
が飛び出してきて、ぶつかるかもし
れない」と答える。さらに、ある参
加者からは「こういう場所で止まら
ないクルマがいるということを、子
どもたちにも教える必要がある」と
いう意見が出されるなど、活発な話
し合いが行われた。

「いきいき運転講座」について
「いきいき運転・いきいき生活」
「危険予知トレーニング」「ヒヤリ体
験を生かす」「自分の運転を振り返
る」という４種類の交通安全トレー
ニングと、「交通脳トレ」で構成さ
れる高齢者向けの交通安全教育プロ
グラム。

お問い合わせ・教材申し込み先：（株）コンセプション
受付時間：11：00～18：00（月曜～金曜、祝日を除く）
TEL：03-5770-7725 FAX：03-5770-7726

また、教材（ビデオ除く）は以下の自工会ホームペ
ージからダウンロードが可能。ビデオ（DVD）は自工
会が運営する自動車図書館（東京都港区）で閲覧・貸
出しを行っている。
http://www.jama.or.jp/safe/safety_elderly/
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今回は伏見警察署の警察官がリーダー役、伏見地域交通安全活動推進委員12人が参加者となっ
て講座が進められた

次号は２００９年６月２０日発行予定となります。


